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序

広大な面積のほ場整備事業や道路改良及び河川改修などの公共事業、また民間

企業による開発事業に伴う埋蔵文化財保護の問題は年々増加の傾向にあります。

三重県教育委員会では、文化財保護行政の一環として、各開発関係部局の事業

を照会し、事業予定地域内の文化財の確認とその保護に努めてまいりました。今

後ともなお一層、関係者への埋蔵文化財の理解と協力を深めていきたいと考えて

おりますので広く県民の皆様方の理解と協力をお願いする次第であります。

ここに報告する度会郡玉城町所在の波瀬B遺跡は、一般地方道田丸停車場斎明

線道路改良事業の施行に先立ち、事前の協議の結果、発掘調査を実施し、記録保

存されたものです。調査の結果、弥生時代中期から安土桃山時代に至るまでの人々

の生活のあとが明らかになりました。特に弥生時代中期後葉の方形周溝墓からは

数々の遺物が発見され、南勢地域における弥生時代中期の文化を考えるうえで貴

重な結果が得られました。これらの祖先の残した歴史遺産は、貴重な財産として

保護され、後世に伝えていくとともに、今後の文化の向上発展の基礎として活用

していかなければなりません。

調査にあたっては、県土木部道路建設課、伊勢土木事務所、玉城町をはじめ、

地元の多くの方々の惜しみないご理解とご協力を賜りました。文末ながら、記し

て深く感謝の意を表します。

平成4年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長中林昭



例 戸

l. 本壱は、 三厘県教育委員会が、 三重県土木部から執行委任を受けて実施した一般地方道田丸停車場斎明線道路

改良事業に伴う度会郡玉城町下田辺に所在する波瀬B遺跡の発掘調査の結果をまとめたものである。

2. 調査は下記の体制で行った。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

主事上村安生

3. 調査にあたっては県道路建設課、伊勢土木事務所、玉城町ならぴに地元各位の方々に協力を得た。

4. 発掘調査後の出土遺物の整理は上記担当者の他、管理指導課が行った。

5. 本害の執築・編集は、上村が担当した。

6. 当遺跡の位置は国土座標第V1系に属している。挿図の方位は全て座標北を用いた。

7. 本書で報告した記録およぴ出土遺物は三煎県埋蔵文化財センターで保管している。

8. 写真図版の遺物の番号は、実測図の番号と対応させてある。

9. 本苔で用いた遺構表示略記号は下記による。

SH; 竪穴住居 SB; 掘立柱建物 SK; 土坑

SD; 溝 SA; 塀 SE; 井戸

本
I. 前言l
l 調査に至る経過 • …........... ……......... 

2 調査の方法と経過

Il. 位置と歴史的環境•……• ・・・・・•…..... ……・ ・・・・
m. 遺構・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
l 弥生時代の遺構.....…......................... 

2 奈良時代の遺構・・・・・…•• ・・・・・・・・・...……・ ・・・・

3 平安時代の遺構•• …•• ・・・・・・・・....….... …• ・・・

4 室町時代以降の遺構………………………

文

l

l

2

5

5

6

9

9

 

挿図目次

第 1図 遺跡位置図・・・...…• …....... …• …• …….. 2 

第2図 遺跡地形図….......….... …….. ・・・・・・….. 3 

第 3図 調査区位置図•………• ・・・・・・•….... …..... 4 

第4図 SXl土器3出土状況図……………… 5 

第5図 SX3 土器10出土状況図•…………….. 6 

第6図 SX3 土器 9 出土状況図…•…… •……. 6 

第7図 遺構平面図• 土層断面図………… 7-8 

第8図 S B42・S B43・S B44実測図………... 9 

第9図 S B48・S B498・S B50実測図……… 10

第10図 S B51実測図................................. 11 

第11図 出土土器実測図 (l)………………… 13 

第12図 出土土器実測図 (2)………………… 14 

第13図 出土土器実測図 (3) …… • •• • ……….. 16 

第14図 出土土器実測図 (4 ) … • •……………·18

第15図 出土土器実測図 (5)………………... 19 

第16図 出土土器実測図 (6)………………… 20

第17図 出土土器実測図 (7)………………… 22

第18図 出土土器実測図 ( 8) ……………•….. 23 

目 次
N. 遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

l 旧石器・縄文時代の遺物…………………

2 弥生時代の遣物
3 奈良時代の遺物：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：．．：：：：：：：：：：：

4 平安時代の遺物•…• ・・・・・・・・…................. 

5 室町時代以降の遺物••……………………•

V. 結語・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

l 遺構について

2 遺物について・・：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：
3 まとめ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

図版目次

PL l 遺跡全景、 SX l 

PL 2 S X l・S X 3・S£28 

遺物出土状況

調査区南半景、 SB42・43・44 

出土遺物

出土遺物

出土遺物

出土遺物

出土遺物

PL3 

PL4 

PL5 

PL6 

PL7 

PL8 

表目次

第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

掘立柱建物・塀規模表・………………••

出土遺物観察表 (l)…………………

出土造物観察表 (2).. ………………• 

出土造物観察表 (3). …•……………• 

出土遺物観察表 (4)…………………

出土遺物観察表 ( 5 ) …… •… •………•

12 

12 

12 

15 

17 

21 

25 

25 

27 

29 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。



I. 前
_, __ 
一~一一ロ

1 . 調査に至る経過

三重県教育委員会では、国および県にかかる各種

公共事業に関して、各開発関係部局の事業を照会し、

事業予定地域内の文化財の確認とその保護に努めて

きている。

こうした中で三重県土木部道路建設課より、一般

県道田丸停車場斎明線道路改良事業の事業計画の連

絡を受けた三重県埋蔵文化財センターでは、平成 2

年度に事業予定地内の遺跡分布調杏を実施した。そ

の結果、事業予定地周辺には周知の遺跡として波瀬

B遺跡（旧称田丸城西遺跡）が存在し、事業地内に

も遺跡が拡がっていることが判明した。

そこで平成 3年12月に三重県埋蔵文化財センター

が試掘調査を実施したところ、 1,600rrfについて遺

構・遺物が確認された。

波瀬B遺跡の取り扱いについては、その保存に努

めるように県土木部・伊勢土木事務所と協議を重ね

てきた。 しかし、この道路が地域住民の生活道路と

して必要であるため、やむなく事前の調査を実施す

ることになった。

調査は県土木部の執行委任を受けて平成 3年12月

18日から平成4年3月10日まで実施した。

2 . 調査の方法と経過

現況は畑及び山林である。調在は、最初に遺構面

に影響のない範囲での表土除去を重機で行った。

小地区の設定にあたっては、

調査日誌
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（抄）

内容

4mX4mを基準とし

て北から南ヘアルファベット、西から東に数字の番

号を与え、地区名は北西隅の杭を基準とした。

調査区の草刈り、立木伐採。

調査区表土を重機にて除去。

発掘資材搬入。

小地区設定。西側より遺構検出開始。

E列まで遺構検出終了。調査開始前ま

1.14 

1. 20 

1. 21 

1. 22 

1. 27 

1. 31 

2. 3 

2. 6 

2. 12 

2. 13 

2 .17 

2. 19 

2. 20・21 

2. 24 

2. 25 

2. 26 

2. 27 

2. 28・29 

3. 6 

3 .10 

で建っていた家によりかなり攪乱され

ているものの掘立柱建物確認。

E列西端の方形周溝墓SXl北周溝よ

り弥生時代中期後葉の土器出土。

測量基準点設定。

SK5実測及び写真撮影後、重複する

SE6を掘る。

SK7・8実測及び写真撮影後、重複

する SK9を掘る。

k列西端のS£13掘り下げ。

調査区西側の低い畑の部分調査終了。

調査区東側の高い畑の部分調査開始。

SX2検出、掘り下げ。

SX3北周溝より弥生時代中期後葉の

細頸壺出土。

S£28掘り下げ開始。 10世紀後半-11

世紀後半の土師器杯・皿• 鍋、黒色土

器椀、灰釉陶器椀が出土。

S£13・S Kl4の土層断面実測。南端

部遺構検出。

南端でSK36を検出する。規模は南北

10.0m、東西 4.6mと大きい。

S K 24・27・30・31、SD20・23・29 

SX3の土層断面実測。

SXl遺物出土状況実測。東端部遺構

検出。

山林の部分調査開始。 SXl遺物出土

状況実測。

SX3遺物出土状況実測。南東端部で

S D38・39検出。

遺構掘削終了。 SXl・3実測。遺構

掘削終了。

遺構写真撮影。

調査区全体の掃除。

調査区全体の空中写真測量実施。調査

区西側の壁面土層実測。調査終了。
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II . 位置と歴史的環境

南伊勢地方には櫛田川と宮川という、二大河川が

ある。どちらも、有数の多雨地帯で知られる大台ヶ

原山の最高峰日出ヶ岳をはじめ、県境となっている

台高山脈の山々をその水源地としており、中流域で

は河岸段丘が連続的に発達し、山地を縫うようにし

て流れている。山間部から抜け出た下流域では、幾

度も流れを変え広大な氾濫平野を形成している。

玉城町は、この二大河川にはさまれた地域にあり、

町域のほぼ中央部をさらに外城田川という中小河川

が貰流している。

波瀬B遺跡(1)は、外城田川によって形成された

氾濫平野を眼下に見下ろす低丘陵上の南辺部に立地

する。標高は26m前後で、眼下の現水田面との比高

差は 5rnをはかる。行政上は、度会郡玉城町大字下

田辺字波瀬に属する。

当地域には、上述したように低丘陵が発達し、旧

石器時代以来、多くの人々が生活を営んでおり、数

多くの遺跡が確認されている。以下、周辺の歴史的

第 1図
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まず、旧石器時代の遺跡であるが、当地域は県下

で最も分布が濃密な地域として知られている。その

内容については表採資料が中心であるが、かなり明

らかになってきている。なかでも、上地山遺跡(2)

は昭和58年と59年に発掘調在が行われており、国府

型ナイフ形石器をはじめ、チャート製の小型ナイフ

形石器、舟底形石器、 1蚤器、楔形石器、石核等が出
① 

士している。東伸遺跡(3)では、ナイフ形石器、細

石刃核、オ蚤器、石核等がまとまって表採されてい
② 

る。この他、仲野遺跡(4)、西世古遺跡(5)、アレキ

リ遺跡(6)、角垣内遺跡(7)、ミドロ遺跡(8)があふ

これらの遺跡は、ミドロ遺跡を除き、低平な丘陵

や段丘が平野部に突き出た末端部に立地するという
④ 

特徴が指摘されている。

縄文時代の遺跡は、当地域周辺においては石鏃や

剣片が出土した寺起遺跡(9)、えなど遺跡(10)、狼

谷遺跡(11)、明豆遺跡(12)、東村遺跡(13)が前方に

低地を控える丘陵端部に分散的にみられるが、いず



⑤ 

は後期が中心となるようであるが、詳細は明らかで

はない。恐らく、キャンプサイト的な性格の遺跡と

推定されている。また、上の山遺跡(14)では、晩期
⑥ 

の突帯文土器が出土している。これに対して、宮川

を渡った右岸段丘中位面上には、岩偶の出土で著名

となった佐八藤波遺跡(15)がある。後期を中心とし

た土器がかなりまとまって採集されており、石器も

多数の石鏃や、スクレイパー、石斧、石錐、石錘、

石棒等が発見されている。後期を中心とした右岸側
⑦ 

の拠点的遺跡と考えられる。

弥生時代の遺跡は、前・中期については稀薄な状

況である。前期の遺跡としては、上の山遺跡、仲垣

内遺跡(16)、西世古遺跡、狼谷遺跡、山殿西遺跡(1

7)がある。上の山遺跡では新段階に属する竪穴住居

が検出され、壺、甕、サヌカイトの剣片が出土して
⑧ 

おり、仲垣内遺跡では新段階に属する壺、甕等が土
⑨ 

坑から出土している。その他の遺跡についても新段
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階に属するものと思われる。中期の遺跡では、上の

山遺跡で後半の方形周溝墓が2基検出され、細頸壺
⑩ 

が出土している。この他には、月よべ遺跡(18)、離

宮山遺跡(19)、小社遺跡(20)で後半の土器が発見さ
⑪ 

れているにすぎない。しかし、後期になると遺跡は

急激に増加し、南勢地方でも屈指の大遺跡が左岸段

丘中位面にほぽ帯状に形成されている。南からウエ

松遺跡(21)、小社遺跡、中楽山遺跡(22)、野垣内遺

跡(23)、掛橋遺跡(24)等である。中でも発掘調査が

実施された中楽山、野垣内の各遺跡では、竪穴住居

や方形周溝墓が検出されており、これに伴う土器は、

南勢地方の欠山期から古式土師器への編年上の標準
⑫ 

資料となっている。眼下に広大な沖積地を見下ろす

中位段丘上に安定的な集落形成が行われたことが推

定される。この他に、時期は特定できないが杉山遺

跡(25)、田宮寺遺跡(26)、大池遺跡(27)、さみだれ

遺跡(28)では石包丁が採集されており、付近の低丘



陵上に点々と住居の跡が残されている。さらに、当

遺跡の南 1kmにある勝田遺跡(29)では、弥生時代後

期末から古墳時代初頭の竪穴住居が検出されてい
⑬ 

る。古墳時代にはいると前代に左岸段丘上で盛況し

た大規模な集落は一斉に解体し、拡散していったと
⑭ 

思われるが、集落跡の調査例はほとんどなく、具体

相は不明である。こういった状況のなかで、古墳群

の形成は 5世紀の前半以降活発な展開をみせてい
⑮ ⑯ 

る。 4世紀に遡るものとしては小社遺跡採集の石釧
⑰ 

と下田辺茶臼山古墳(30)の台付壺が注目されている

が、いずれも偶然の出土によるものである。

玉城町南部の古墳の分布については、八柱神社古

墳群(31)、上の山古墳群(32)、前岡古墳群(33)、空

池古墳群(34)が分布する田宮寺周辺地域、ぽうず山

A・B古墳群(35)、正来寺古墳群(36)が分布する蚊

野丘陵周辺地域、矢塚古墳群(37)、鉄砲塚古墳群(3

8)が分布する宮古地域に大別される。さらに外城田

川左岸地域には、全長33.5mの前方後円墳野田古墳

(39)、茶臼山塚古墳群(40)、塚田古墳(41)、豆塚古

墳群(42)が分布する他、外城田川と櫛田川に挟まれ

た玉城丘陵には権現山 2号墳(43)、中山古墳群(44)、

ゆぶみ古墳群(45)、斎宮池古墳群(46)、朝久田古墳

群(47)、上田辺古墳群(48)がある。

飛鳥・奈良時代の遺跡としては原古窯址群(49)が

ある。全10基のうち、 6号窯と 7号窯が調査されて

おり、 7世紀末から 8世紀初頭の杯、長頸壺等が出
⑱ 

土している。従って、当然これらの生産に直接従事

したエ人、或いは生産を招来する背景となった勢力

に関連する遺跡が、周辺に存在することが予想され

るが、現時点では明らかでない。

平安時代の遺跡としては、斎王参宮の際の離宮で

ミ ー／＝
｀第3図調査区位置図 (1: 2,000) 
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ある離宮院跡(19)がある。発掘調査では八脚門址が
⑲ ⑳ 

検出されている。この他、岩出遺跡(50)、上の山遺

跡、野垣内遺跡、赤垣内遺跡(51)、小ばし遺跡(52)

等があげられる。野垣内遺跡では掘立柱建物 5棟の
⑪ 

他、同時期の竪穴住居も見つかっており、当時の一

般庶民の生活の一端をみることができる。また、上

の山遺跡では平安時代中期の総柱建物を含む掘立柱
⑫ 

建物2棟が見つかっている。さらに、赤垣内遺跡で

は平安時代末頃の総柱建物を含む掘立柱建物が検出
⑬ ⑭ 

され、小ばし遺跡では土製支脚が出土している。

中世以降の遺跡には、掘立柱建物や井戸、区画溝

が検出され屋敷地の変遷が考察されている楠ノ木遺
⑮ 

跡(53)掘立柱建物や井戸、溝、土坑を多数検出して
⑯ 

いる蚊山遺跡(54)、掘立柱建物や土坑を検出してい
⑰ 

る上の山遺跡がある他、古くからの開発、開墾に伴っ

て遺物が出土している遺跡にヒムロ遺跡(55)、平内

山遺跡(56)、鳥取山遺跡(57)等がある。

中世城館には田丸城址(58)、坊主山館址(59)、山

神城址(60)、山上東城址(61)、岩出城址(50)、寺山

城址(62)がある。田丸城址は延元元年(1336)に北畠

親房、顕信父子が築城して以来、南朝方の拠点とな

り、南北両朝合ー後も北畠国司の支配下に置かれた。

永禄12年(1596)に織田信長の大河内城攻めの際の和

議によって、次男信雄が城主となり、以後、堀、石

垣、土塁を備えた近世的平山城として生まれ変わる。

江戸時代には、和歌山藩家老の久野家が城主となり、
⑳ 

八代続いて明治の廃城を迎える。

以上、波瀬B遺跡周辺の歴史的環境について、考

古学的成果を中心に述べた。当地域が旧石器時代以

来、多様な歴史を展開してきたことが分かるであろ

う。

----------



III. 遺 構

遺跡の層序は基本的に表土直下が橙褐色土の地山

となっている。表土の厚さは20~30cmである。但し、

調査区中央西側のG列から J列にかけての約200吋

は整地がなされている。遺物は表土に若干含まれる

が、明確な遺物包含層は見られない。これは開墾に

より削平されているためである。

検出された遺構は、竪穴住居2、方形周溝墓 3、

掘立柱建物 9、塀 l、土坑23、溝10、井戸3である。

1 . 弥生時代の遺構

弥生時代の遺構には、方形周溝墓と土坑があるが

いずれも中期後葉のものである。

A. 方形周溝墓

S X 1 調査区西のE列から F列に位置する。東

側を除く 3方向で周溝が検出されている。北周溝は

一部を検出したのみで長さ2.lm、幅0.8m、深さは

10~2ocm と浅い。細頸壺 (2) 、台付無頸壺 (3) が出

土している。東周溝は長さ6.4m、幅I.Om、深さは

10~2ocmである。南側を SK4 に切られている。甕

(6・7)、蓋(5)が出土している。南周溝は整地土に

より攪乱され、更に SK8・9に切られている。検

出した長さは 5.0m 、幅l.lm 、深さ 20~30cm であ

る。二方向に穿孔がある小型壺(4)、太頸の短頸壺

(1) が出土している。いずれの周溝も埋土は暗褐色

土である。

SX2 SXlのすぐ東に位置する。 SK21・22 

に切られ、さらに削平を受けているため周溝の一部

を検出したのみである。検出した周溝は北で3.0m、

東で8.5m 、幅は0.3~0.9m 、深さは10cm前後で、周

溝の北東コーナーは繋がっている。埋土は暗褐色土

で細頸壺(8) が出土している。

SX3 SX2のすぐ南に位置する。北西コーナー

は土坑群及びSD29に切られ、南側は削平されてい

る。北周溝は長さ7.0m、幅l.Om、深さ40cm前後、

西周溝もほぽ同じ規模である。周溝の北東コーナー

は削平を受けているが、繋がっているようである。

埋土は暗褐色土で細頸壺(9)、広口壺(10)、柱状の

脚台部(11)が出土している。

B. 土坑

S K32 調在区の中央に位置する。西側を SD20 

に切られているため、確認できた規模は長軸 1.5m、

短軸l.Om、深さは40cm前後である。恐らく、楕円

形の土坑であろう。埋土は黒褐色土で細頸壺(15・

16) が出土している。

S K41 S K32の西7mで検出した。削平と撹乱

を受けており、規模は長辺1.5m前後、幅0.9m、深

4
 A

 

A 

B
 

B 

26. 400m 

----
’‘  
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さ7cmである。埋土は暗褐色土と黄褐色土の混入土

で、細頸壺 (12~14) が出土している。

2 . 奈良時代の遺構

奈良時代の遺構には、竪穴住居、土坑、井戸があ

る。いずれも、奈良時代末の遺構である。

A. 竪穴住居

S H25 調査区中央北よりに位置する。土坑群と

重複し、さらに西を SD20・23に切られ、南を SD

29に切られている。平面形態は方形で確認できた規

模は長辺4.5m、短辺3.5m,深さ30cm前後である。

長軸方向は、 N28°Eで、焼土と粘土の痕跡から、

南壁にカマドがあったと想定される。埋土は暗褐色

土で、土師器杯・皿・甕が出土している。

S H34 S H25の南llmに位置する。平面形態は

隅丸長方形で、長辺3.6m、短辺2.5m、深さ10cm前

後である。長軸方向はE26゚ Sで、北東隅付近に僅

かに焼土が見られたが、 SK33に切られておりカマ

ドであったかどうか不明である。埋土は暗茶褐色で

土師器杯・皿・甕が出土している他、混入であろう

が、石鏃(21)も出土している。

B. 土坑

S K24 西を SD20・23に切られ、南を SD29に

切られている。長辺4.0m、短辺3.0m、深さ 10cm前

後、暗褐色土の埋土を掘り下げるとさらに SH25が

L_  

SX3← 

27. 云

第5図 SX3土器10出土状況図 (1 : 20) 

E
 

検出された。出土遺物には、土師器杯 (33~38) • 

台付杯(39)・ 皿(40)・ 長胴甕(42)・ 小型甕(41)・甑、

須恵器杯・甕•長頸壺、土錘 (43) 、製塩土器がある。

S K26 S H25を掘り下げ検出した。一辺 1.2m

の隅丸方形の土坑で、深さは20cm前後である。埋土

は暗褐色土で、土師器甑、須恵器杯・甕が少量出土

している。

S K27 西側を SD23に切られている。長辺2.0

m、短辺0.5m を確認している。深さは 10~15cm で

ある。埋土は暗茶褐色土で、土師器杯・甕、須恵器

高杯(32)が出土している。

SK31 SD29の南側で検出した。西を SD20に

北を SD29に切られ、規模は不明だが、南北に長い

楕円形の土坑である。深さは10cm前後と浅い。埋土

は暗褐色土に黄褐色土がブロック状に混入している。

出土遺物には土師器杯(22)・ 台付椀• 皿 (23~27) ・ 

長胴甕(28)・ 小型甕(29)・ 鍋(30)、須恵器杯蓋(31)、

製塩土器がある。

S K30 S K31を掘り下げ検出した。埋土は暗褐

色土で、土師器杯・皿・甕、製塩土器が出土してい

る。

SX3 

口士器9 F
 

E
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一27. 400m 
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3. 平安時代の遺構

平安時代の遺構には、多量の遺物が出土した平安

時代後期の井戸SE28がある。

S E28 東西2.4、南北2.0mの楕円形の井戸であ

る。検出面より0.9mまでの埋土は灰茶褐色粘質土

である。そして、ここまで掘り下げた段階で、中央

に厚さ2~3cmの鉄分が、直径l.Om の円形にまわる

ことが確認できた。井戸枠に鉄分が付着し固まった

ものと想定される。出土遺物は、井戸枠掘形の遺物

（遺物実測図 4) . 井戸枠内の遺物（遺物実測図 5)

• 井戸枠検出前の遺物（遺物実測図 6) に分かれ、

土師器杯• 皿• 鍋、黒色土器椀、灰釉陶器椀・広口

瓶、製塩土器がある。

4. 室町時代以降の遺構

今回の調査では、この時期の遺構が最も多く、大

半は16世紀代の遺構である。

A. 掘立柱建物

掘立柱建物は 9棟が確認された。建物の時期決定

は柱掘形内の遺物によるが、すべて15世紀末から16

世紀代の建物と考えられる。

建物の規模については、別表の掘立柱建物・塀—

覧表にまとめた。建物はその規模、形態によって総

柱建物と 4間X2間あるいは 3間X2間の東西棟の

建物という違いが認められ、さらに、棟方向によっ

て分けられる。以下、その概略を述べる。

S B 42・44・50 S B 42・44は調査区の北端で検

出した。前後関係は SB44→ S B42である。 SB44 

とSB42は梁行が若干違うものの、共に 4間X2間

の建物で棟方向も E32°Sで同じである。建て替え

たものと考えらえる。柱掘形は共に径30cm前後の円

形で、底には偏平な川原石の根石を持つ。 SB50は

S B44の南約30mに位置している。桁行、梁行共に

゜

I 

S B44 。一
」」 B u! 朧~::.::I
27. 而茄

.1._ 

J 

27. 而両

E
 

F 
27. 而需

言 5m 

第8図 S B 42• S B 43• S B 44実測図 (1: 100) 
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S B42・44より小さくなるものの、 4間X2間の建

物で西側妻柱列はSB44と揃っている。

S847・51 この 2棟は棟方向が同じE27゚

建物で、総柱建物である。 どちらも建物は西へ続き

検出したのは一部であり、南北は 3間、東西は不明

である。柱穴は20cm前後と浅く、

つ。

Sの

S B47は根石をも

S B51は建物内に土坑SKl7がみられる。ちょ

うど、柱掘形がある位置にもかかわらず、柱掘形は

確認できなかったのでこの土坑は建物より新しいか、

または、建物に付随するものと考えられるがどちら

とも判断しがたい。

S B 43·46·48• 49 これらの建物はそれぞれ棟

方向が他の建物とは揃わない建物である。

49は3間X2間の東西棟の建物であるが、他の 2棟

はさらに調査区の西へと続く建物で規模は不明であ

る。柱掘形はいずれの建物も 20~30cmの円形で、根

石をもつ。

B. 塀

S A45 S B42・44の南約4mで2間分を検出し

た。柱掘形からは遺物が出土していないため時期決

定はしがたいが、

S B43・ 

S B42・44と方向が同じなので、

どちらかに伴うものと考えられる。

c. 土坑
土坑には15世紀前半から16世紀後半のものがある
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が大半は16世紀代に入るものである。出土遺物は土

師器皿• 鍋• 羽釜の他、陶器では縁釉小皿・天目茶

碗• 播鉢などがある。

S K37 台形に近い不整形な土坑である。埋土は

暗灰茶褐色土で焼土と粘土の混入土が東壁よりに見

られた。ただし、土坑の底や壁面には火をうけた痕

跡は見られない。土師器皿・鍋• 羽釜が少量出土し

ている。 15世紀前半の遺構である。

SK 14 S B50と重複するが、これより新しい土

坑である。埋土は暗褐色土で焼土を含むが、 SK37 

と同様、土坑の底や壁面には火をうけた痕跡は見ら

れない。土師器皿• 鍋が少量出土している。 16世紀

前半の遺構である。

S K 7• 8• 9 重複する土坑で前後関係は古い

方から SK9→SK8→ SK7である。いずれも、

整地土を掘り込んでいる。これらの土坑は16世紀代

の遺構であるので、整地がなされたのは、 16世紀代

以前と考えられる。

S K21 調査区の北東隅に位置する細長い楕円状

の土坑である。埋土は、赤褐色土と灰褐色土の混入

土でしまりのない土である。溝SD23・ 土坑SK22 

より新しい遺構である。土師器皿• 鍋• 羽釜、天目

茶椀、器種不明の土師器が出土している。 16世紀後

半の遺構である。

S K36 調査区の南端で検出した土坑である。そ

の規模は長辺10.0m、短辺4.0mと大きな土坑であ

る。水溜とか特殊な用途の土坑かもしれないが、遺

構の性格は不明である。暗灰茶褐色土の埋土からは、

土師器皿・鍋、陶器甕•おろし皿、天目茶椀、青磁

椀、平瓦が出土している。 15世紀末の遺構である。

D. 溝

10条検出されている溝のうち、時期不明な SD15 

を除いた全てがこの時期の溝である。 SD20が15世

紀末、他は16世紀代としか時期決定できない遺構で

ある。主な溝について概述する。

S D20 調査区の中央で北から南へ約25mにわたっ

て検出され、 SK36の北で西へ鍵の手状に折れ、約

12m続く。溝の幅は0.8-l.5mである。南北の部分

では深さ約0.6mで逆台形状のしっかりした溝であ

るが、東西の部分は深さO.lm前後と浅い。溝の埋

土は上層より茶褐色土→灰茶褐色土→茶褐色粘質土

A__ 

6-_ 

-11-

である。出土遺物には、土師器皿•鍋• 羽釜• 茶釜．

茶釜の蓋、陶器椀・皿• 播鉢、天目茶椀がある。 15

世紀末の遺構である。

S D23 S D20と一部が重複し、 SD20とは逆に

東へ鍵の手状に折れる溝である。 SD20より新しく、

S K21・S D29に切られており溝の全容は不明であ

る。土師器皿• 鍋• 羽釜、天目茶椀の他、五輪塔の

空風輪の部分が出土している。 16世紀前半の遺構で

ある。

S D29 調査区の中央で東西にわたって検出され

た。しかし、一段低くなった西側の調査区では検出

されなかった。幅 2.3m前後で深さは 0.2~0.3m

前後である。土師器皿・鍋• 羽釜、陶器播鉢、平瓦

や丸瓦が出土している。 16世紀後半の遺構である。

E. 井戸

S E 6・S E 13 がある。どちらも完掘はしなかっ

た。円形の素掘りの井戸である。 SE6からは土師

器皿•鍋、陶器甕・播鉢、 S El3からは土師器皿・

鍋、陶器椀• 播鉢、鉄釘が出土しているが、量的に

は少ない。

5m 

第10図 S 851実測図 (1 : 100) 



N. 遺 物

遺物は整理箱でllO箱出土している。その中心は

井戸SE28から出土した平安時代後期の遺物ならび

に溝SD20などから出土した15世紀後半から16世紀

代の遺物である。以下、遺構出土の遺物を中心にそ

の概要を述べたい。

1 . 旧石器・縄文時代の遺物

旧石器・縄文時代の遺物には石器がある。石器は

ナイフ形石器2点、石鏃 l点、使用痕有剣片 2点、

剥片 9点、石核 l点、石核素材 l点の計16点出土し

ている。石鏃はSH34の床面から出土したが、その

他は遺構検出の際に黄褐色土の地山直上で出土した。

石質は石鏃がサヌカイト、剣片 2点が頁岩、それ以

外はすべてチャートである。チャートにはナイフ形

石器と同一母石と思われるものが含まれることから、

大部分が旧石器時代に帰属する可能性が高い。

ナイフ形石器 (19・20) (19)は背面に腹面の剥離

方向と同方向の剥離面を 3面とどめる縦長剥片を素

材とする。打面側を除去して先端部とするもので、

ブランティングは右側縁下半部と左側縁上半部に行

い、大部分を腹面から、先端部付近を背腹両面から

施す。刃部は鋭利で器軸に対して斜めになり、全体

形が菱形を呈す。先端部と基部の認定は、側縁の長

さとそこに残る微小剥離痕及び刃こぽれの顕著さを

もって行った。現存値で長さ3.7cm、幅1.55cm、厚

さ0.75cmである。 (20)は幅のわりには全体的にやや

厚手の縦長剥片を素材とする。ブランティングは左

側縁下半部のみで、未調整の側縁を左右に残す。打

面部及び打瘤は残置しており、調整加工のあり方か

らもあまり素材を変形していないようである。現存

値で長さ3.4cm、幅1.25cm、厚さ0.8cmである。

石鏃(21) 薄手の凹基無茎鏃で先端部と片方の脚

部を欠く。側縁が直線的で脚部は先細りせず丸みを

もち、やや深めに挟りを入れる。調整は表裏面とも

丁寧に行われている。現存値で長さ1.45cm、幅1.45

cm、厚さ0.2cmである。

ナイフ形石器 (19・20) はともに本来長さが4cm 

以上あると思われるもので、素材の縦長剣片をあま

り変形せずに調整加工を施すことから、資料の少な

さから即断はできないものの、時期的にはカリコ遺

跡より古く、上地山遺跡に併行もしくはやや古いと

思われる。石鏃(21)は風化の度合と形態から縄文時
⑭ 

代のものと考えられる。

2. 弥生時代の遺物

弥生時代の遺物は中期後葉の遺物が sx1~3 、

S K32・41、包含層から壺形土器・甕形土器・蓋形

土器・柱状の脚台部が出土しており、壺形土器・甕

形土器については次の様に区分する。

壺形土器A 太頸壺を壺Aとし、 AaとAbに区分

する。 Aa一短頸壺である。短い直立した頸部と水

平に開く口縁部をもち、頸部には紐孔が穿たれてい

る。口唇部は無文である。体部は下から1/3で最大

径となり、ソロバン玉形となる。 Abー広口壷であ

る。頸部は短い円筒状をなし、口縁部で外反する。

口唇部には波状文が施される。体部の最大径はAa

より上で中央になる。やや丸みを帯びたソロバン玉

形である。

壺形土器B 細頸壺を壷Bとし、 BaとBbに区分

する。 Ba一受け口状の細頸壺である。直立して受

け口をなす口縁部の外端面に凹線文を施すものであ

る。完形品はないが、体部はソロバン玉形である。

Bb一袋状口縁の細頸壺である。頸部は細い円筒状

をなし、よくしまっている。口頸部は上端部に向かっ

て内弯する。体部は下から1/3で最大径となり、ソ

ロバン玉形である。

壺形土器C 台付無頸壺を壺Cとする。球形に近い

体部に僅かに立ち上がる口縁部が付く。台部は円形

の透かしがあり下端に凹線文を施す。

壺形土器D 小型壺を壺Dとする。平底で球形の体

部をなす壺である。

壺形土器E 把手付土器を壺Eとする。全体の形は

不明であるがおそらく水差形土器と思われる。

甕形土器A 体部は中央よりやや上で張り出し、短

い頸部をもち、口縁部は強く外折し、内面に稜を持

つ。

-12-
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甕形土器B Aと類似するが頸部が短い。

A. S X 1出土遺物 (1,-..,7)

壺形土器 (1,....,4) Aa(l) ・Bb(2) ・C 

(3) ・D (4)がある。 (1) は体部上半は縦方

向のミガキ、下半は横方向のミガキで調整するもの

である。口唇部は無文である。頸部には 2個2対の

蓋用の紐孔をもつ。 (2) は頸部に横位の櫛描直線

文を 1条、簾状文を 2条施す。体部上半には全面に

横位の櫛描き直線文を施すが表面の風化が激しく何

条あるかは不明である。口頸部も風化が激しく調整

方法は不明である。 (3) は口縁部から体部下半に

いたるまで12本をひとつの単位とする櫛描き簾状文・

列点文• 波状文で加飾される。口縁部から簾状文が

4条→左下がりの列点文→簾状文→波状文→簾状文

→波状文→右下がりの列点文→以下、簾状文と波状

文を交互に 3度繰り返し、最後が簾状文である。台

部には 6個の円形透かしがあり、下半には 5条の凹

線文が施される。また、口縁部直下には 2個2対の

紐孔がある。 (4) は小型のもので、最大径10cm弱

である。体部は風化が激しいが内外面ともナデによっ

て調整されていたものと思われる。焼成後の穿孔が

2ヶ所で施される。

蓋形土器 (5) 甕形土器 (6) の近くで破片で出

土したもので、当初は高杯と考えていたが2個2対

と思われる紐孔がみられることから蓋と判断した。

風化が激しいが上部は縦方向のヘラミガキ、口縁部

は横方向のヘラミガキが施される。

甕形土器 (6・7) A(6) とB (7) がある。

いずれも風化が激しいが縦方向のハケメが施されて

いるようである。 (6) の最大径は胴部の上方1/3

で胴の張る甕である。

B. S X 2出土遺物 (8)

壺形土器Ba(8)がある。口縁部の外端面に 3条

の凹線文を施す。頸部以下は風化が激しく、調整方

法、文様とも不明である。

C. S X 3出土遺物 (9,....,, 1) 

壺形土器 (9・10) Bb (9) ・Ab (lo)がある。

(9) は口頸部から体部にかけ12本をひとつの単位

とする櫛描ぎ簾状文を 5条施し、更に体部の中程に

は、横位の直線文を施す、この直線文は 7本と 5本

をひとつの単位とするものを組み合わせて施してい

-15-

る。更に体部文様帯の最下段には 5本をひとつの単

位とする櫛描き波状文を施している。体部の下半は

文様は施されずにナデによって調整されている。(10)

の口唇部の波状文は風化が激しく残りはよくない。

頸部には 7本をひとつの単位とする横位の櫛描き直

線文を 2条施す。体部上半は縦方向のハケメの後、

波状文と直線文を交互に 4度繰り返し、最後に波状

文を施す。体部下半は横方向のヘラミガキで調整す

る。口縁部内面には、櫛による列点文を施す。

柱状の脚台部(11) おそらく鉢の脚台部ではなかろ

うか。

D. S K41出土遺物 (12,.....,14)

壺形土器 (12,.....,14) Ba (12・13)・B b (14)があ

る。 (12)は口縁部の外端面に 2条の凹線文を施す。

頸部以下には縦方向のハケメ調整がみられる。 (13)

も(12)と同様のものであるが、体部中央には横方向

のハケメ調整がみられる。内面も残りが良く縦方向

のハケメ調整がみられる。 (14)は口頸部のみである。

櫛描きによる簾状文が2帯施され、上端部には刺突

文が施される。刺突文は 7本、簾状文は14本を単位

としている。

E. S K 32出土遺物(15・16)

壺形土器(15・16) Ba (15・16)がある。 (15)は

口頸部で、口縁部の外端面に 2条の凹線文を施す。

(16)は底部であるが(15)と同一個体である。

F. 包含暦出土の遺物(17・18)

壺形土器C(17)とE(18) がある。 (17)は台付無頸

壺の台の部分である。円形の透かし孔があり、下半

に5条の凹線文を施す等SXl出土の (3) との共

通性がみられる。 (18)は水差形士器と思われる。体

部はソロバン玉形で肩部に横位の半環状把手が付い

ている。把手の断面は隅の丸い台形状である。風化

が激しいが体部には文様を持たない。

3 . 奈良時代の遺物

奈良時代の遺物は土坑SK24・27・31等から出土

している。いずれも後期でも新しい時期の遺物で 8

世紀末頃のものである。土師器杯には杯A(高台の

付かないもの）と杯B (裔台の付くもの）があり、

皿は高台の付かないものばかりであるが便宜上皿A

とした。



A. S K31出土の遺物 (22-31) B. S K27出土の遺物(32)

土師器杯A(22)

く、

土師器皿A

底部と口縁部の境が明瞭ではな

口縁部が弱く外反するものの端部では内弯気味

のものである。内面には螺旋暗文がみられる。

(23-27) 

と深いものAb(26・27) 

土師器甕 (28・29)

土師器鍋(30)

須恵器杯蓋(31)

浅いもの Aa(23~25)

がある。

そのまま丸くおさめるものである。

Aaには底部と

口縁部の境が明瞭でなく、口縁部が内弯気味に立ち

上がる (23)、平坦な底部から口縁部が内弯気味に立

ち上がる (24)、口縁部が直線的に立ち上がり端部も

丸くおさまる (25)がある。 Abには(22)の杯と対応

する (26)と全体に厚手で内面に右下がりの放射状暗

文のみられる (27)がある。

体部よりやや肥厚する口縁

部が外反し、端部に面をもつ(28)と口縁部がくの字

形に鋭く外反し、内面に稜をもつ(29)がある。

外側に大きく外反しながら端部を

天井部のロクロヘラケズリは中

心と外縁の中間あたりまでで、端部は折り曲げ断面

三角形となる。

~ 
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須恵器高杯(32)

丸くおさめるものである。

c. S K24出土の遺物 (33,.....,43)
土師器杯A (33-38) 

ではなく、口縁部が弱く外反しながら立ち上がり、

端部では内弯する

明瞭となる (36)、

土師器皿(40)

脚柱部の短いもので、裾端部は

(33~35) 、底部と口縁部の境が

これらの中間的で口縁部は直線的

に立ち上がり端部はそのまま丸くおさめる (37)、底

部と口縁部の境が明瞭でなく、口縁部が内弯気味に

立ち上がる (38)がある。

土師器杯B(39) 底部に低い高台が付くもので、

口縁端部は内弯する。

Aaで底部と口縁部の境が明瞭で

なく、口縁部が内弯気味に立ち上がるものである。

/
 

土師器甕 (41• 42) 

部も丸く上方につまみあげる小型の甕(41)と口縁部

が外側に強く外反する (42)がある。

土錘(43)

重量は4.96gである。
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4. 平安時代の遺物

平安時代の遺物は SE28から良好な資料が出土し

ている。出土遺物は、井戸枠掘形の遺物• 井戸枠内

の遺物•井戸枠検出前の遺物に分かれる。また、非

ロクロ製のものをA、ロクロ製のものを Bとする。

A. 井戸枠掘形出土遺物(44~75)

土師器小皿(44~47) 今回の報告では、原則とし

て口径11.0cm以下、器高2.6cm以下のものを小皿、

それより大きいものを皿と呼称する。小皿には、底

部と口縁部の境が明瞭でなく断面弓状のAa(44・ 

47)と底部と口縁部の境はAaより明瞭で底部は平

坦で口縁端部は弱く外反するAb(45)、平坦な底部

から口縁部が内弯気味に立ち上がるAc(46)がある。

Aa・Ab・Acともに口縁端部のみヨコナデされ、

その範囲は器高の 3分の 1程である。

土師器台付小皿(57) 浅い皿に高台の付く小皿B

である。底部は糸切りの後ナデられている。

土師器皿(48~52) 小皿と同形態のAa(49~51) 、

Ab (48・52)がある。どちらもヨコナデの範囲は器

高の 3分の l程である。

土師器椀(53) 口径の約 2分の 1の平坦な底部か

ら長めの口縁部が外方にまっすぐに開き端部はヨコ

ナデにより上方へ屈曲するAa(53)がある。

土師器台付椀(54~56) 器高が浅く、口縁端部が

外反するAa(54)と器高が深く断面が半球形に近い

Ab (55・56)がある。

土師器甕(58~68) 口縁部の中央が尖り両側は強

いナデにより凹む、所謂「清郷型」甕Aa (58) と

球形の体部にくの字形に曲がる口縁部が付く甕Ab

(59~68) がある。更に、甕Ab は法量からみると口

径15.0cm~17.Ocmの一群 (59~61·63~67) 、 23.0cm

~25.0cmの一群 (62·68) がある。調整方法からみる

と体部外面の調整は上半は縦方向のハケメを施し、

下半は(59)からみると横方向のヘラケズリを施すの

が通例のようである。但し、 (61・62)のように既に

縦方向のハケメも間隔を置いて施すものがみられ省

略化が始まっている。体部内面の調整は上半は横方

向のハケメ、下半はナデによるもの (59~62) と全て

ナデによるもの (63~68) がある。ここでもやはり省

略化の傾向が窺えると言えよう。

-17-

黒色土器椀(69-71) いずれも黒色土器A類で、

(71)は不明だが(69・70) は内面に粗いヘラミガキ

が施されている。色調は、いずれも黒色というより

灰色に近く完全にカーボンが吸着していないという

特徴を示す。法量は、 (69)が口径10.4cm、器高4.0

cmの小椀、 (70) が口径14.4cmで土師器台付椀 (54~

56)の口径と同じである。 (71)は口径15.2cmと大き

く、器高も6.4cmと深くなり、断面が半球状である。

灰釉陶器椀(73-75) いずれも灰釉は漬け掛けで

施され、 (73・74)は完形ではないが、いずれも深椀

であろう。東山72号窯併行の時期のものである。 (75)

は口縁部内面に一条の沈線がはいる。いずれも産地

は不明である。

灰釉陶器皿(72) 底部のみの破片であるが、灰釉

は底部のみこみ部分にハケ塗りされており、黒笹90

号窯併行の時期の製品であろう。

B. 井戸枠内の遺物(76-96)

土師器小皿(76-79) Aa (77・78)、Ab(79)の他

に断面弓状で口縁部が肥厚するAd(76)がみられる

ようになる。

土師器皿(80・81) 小皿と同形態のAc(80)とAa

(81)がある。

土師器台付椀(82・83) Ab (83)と口縁部が内弯

気味に立ち上がるAc(82)がある。

土師器甕(84-91) 全て球形の体部にくの字形に

曲がる口縁部が付く甕Abであるが、井戸枠掘形出

土のものと比べると体部の肩の張りがなくなり、頸

部からすんなりと丸くなる。法量は井戸枠掘形出土

のものにみられた口径15.0cm~17.0cmの一群 (85~

88) 、 23.0cm~25.0cmの一群 (90) の他に、口径12.4cm·

器高12.2cmの小型の甕(84)や、口径26.0cmを超える

大型の甕(89・91) もある。調整方法からみると体

部内面に横方向のハケメを施すものは無くなり、外

面も縦方向のハケメを施すものの他に、ハケメがみ

られない(85・86)もみられるようになる。

黒色土器椀(92-94) いずれも黒色土器A類であ

る。 (93)は小椀で内面のヘラミガキは粗い。

灰釉陶器椀(95) 断面三角形の高台が付くもので

百代寺窯併行の時期のものである。割れた断面が磨

かれており、砥石に転用されたものであろうか。

灰釉陶器広口瓶(96) 口径23.2cmの広口瓶の口頸
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部のみの破片である。

c. 井戸枠検出前の遺物(97---134) 
土師器小皿(97---105) 断面弓状で口縁部が肥厚

する小皿Ad(97~100) がこの時期の小皿として一

般的になるようである。他に小皿Aa(lOl) 、口縁

端部が弱く外反し小皿Abに似てはいるが底部が平

坦でなく断面弓状の小皿Ae(102~105) がある。

土師器皿(106・107) 皿Ab(106) と皿Aa(107) 

がある。 (106) は口縁端部内面に面をもっている。

土師器椀(108---111) 椀Aa (108) と小皿Adに

対応し、口縁部が肥厚する椀Ab(109~111) がある。

皿同様にこの肥厚するものが一般的となる。
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土師器台付椀(112"-J116) 椀Aa(ll4) と椀Ab

(115・116)の他に、器壁が非常に薄く口縁部が強く

外反する椀Ac(112・113)がある。

土師器甕(117r-.J 123) 甕Abとほぼ直線的に伸び

る体部に短く外方に折れる口縁部が付く甕Acがあ

る。甕Abは法量からみると口径15.0cm-l 7 .Ocmの

一群(117-120)、23.0cm-25.0cmの一群(121)、ロ

径27.0cmを超える大型の甕(122)がある。調整方法

からみると (119) のような内外面ともにハケメの見

られない甕が一般的であろう。また、 (117) のよう

に器高が浅く、口径と大差が無く、底部も平坦で広

いものもみられる。甕Ac(123) は口径23.0cmのも

，
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であまり類例のないものである。

黒色土器(124......,126) いずれも黒色土器A類であ

る。丸味をもつ体部のため底部との境は不明瞭であ

る。全体のプロポーションは台付椀Abに似ている。

内面はヘラミガキを施しているようであるが残りが

悪い。 (124) は口径14.0cmとやや小さいものの明ら

かに小椀と呼べるものはみられない。また、法量に

おいても土師器台付椀と似かよっている。

灰釉陶器椀(127......,131) 断面三角形の高台が付く

もので、深い体部のものは無くなる。また、底部の

回転糸切痕の消し方も雑である。すべて、百代寺窯

併行の時期のものである。

灰釉陶器水注(132) 高台径が7.8cmと小さいこ

とから水注の底部と思われる。

灰釉陶器広口瓶(133• 134) (133) は底部、 (134)

は口縁部である。

5 . 室町時代以降の遺物

室町時代以降の遺物は15世紀前半から16世紀後半

にかけての土師器、陶磁器が出土している。特に、

S D20からは15世紀末のまとまった遺物が出土して

いる。

A. S 020出土遺物(135,,..._166) 

土師器皿(135,,..._140) 口径7.8cm前後で器高1.6cm

-2.0cmと深く、口縁部が内弯気味に直立し、端部

は尖り気味に丸くおさまる (135-138)、口径・器高

ともに小さくなり、口縁部も正円にならず、歪みが

みられる (139・140)がある。

土師器茶釜(141・142) (141) は平坦な体部から

屈曲して外反する口縁部を有するもので茶釜の蓋で

ある。中央につまみが付く。 (142) は茶釜で直口気

味の口縁部である。

土師器鍋(143,,..._145) 口縁部が「く」の字形に屈

曲して開き、口縁端部を内側に折り返し、端部外面

にヨコナデが施され面を有する。 (143) は頸部の稜

線が不明瞭なのに対して、 (144・145)は頸部の稜線

が明瞭で直線的に長く伸びるが(145) の方が外に開

く。

土師器羽釜(146,,..._149) 図示した4個体とも口径、

口縁端部の形態は様々であるが、基本的に口縁部は

内弯し、口縁端部を外側に折り返す。
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縁釉小皿(150-153) (152) はやや大きいが、他

は器高2.0cm、口径10.0cm前後で、小型化と偏平化

が進んだ製品である。底部内面周辺は露胎で、釉薬

は灰釉である。

施釉陶器小皿(154) 高台を除き、内外面に簿い

茶色の釉薬が施釉される。高台は波状の丁寧な削り

だしで、接地面が4ヶ所にある。

灰釉平椀(155---158) (158) のみ完形品に近い。

体部は直線的に開き、口唇部はやや肥厚化する。高

台内の削り込みは浅く、高台幅は広い。

天目茶椀(159・160) (160) は内反り高台の天目

茶椀である。体部がやや丸みを帯び、口唇部はほぼ

直立し、端部は外反する。高台内の削り込みは浅く、

高台周辺は錆釉が施される。

摺鉢(161,_,165) (164) は口縁端部がやや内傾し、

口縁部内側にも小突起が形成されるもので、体部は

直線的に開く。 (165) は体部が直線的で端部はやや

角張るものである。

灰釉折縁深皿(166)体部は直線的に開き、口縁部

は外反せず、内側に小突起が形成される。

8. S K 36出土遺物(167-175)

土師器皿(167・168) 器高が低く、口縁部も歪み

がみられる (167) と器高が深く、口縁部が内弯気味

に直立し、端部も丸くおさまる (168)がある。

土師器焙烙(169)頸部が締まらず鉢形を呈し、ロ

縁端部のヨコナデは強く、端部は直立し受け口状と

なる。 16世紀末のもので混入品であろう。

土師器羽釜(170) 口縁部はゆるやかに内弯し、

口縁端部を外側に折り返す。

縁釉小皿(171・172) いずれも、口縁内外面のみ

に鉄釉が施釉され、底部内面周辺は露胎である。底

部には糸切り痕が残る。

腰折れ皿(173) 薄い緑色の釉が口縁内面は全面、

外面は口縁部から lcm程に施されている。

卸皿(174)糸切り痕未調整の平底である。

甕(175) 口縁部に「N」字状の折り返しを持つ。

口縁部の内面はやや丸みを持つ。

C. S D23出土遺物(176,_,178) 

土師器羽釜(178) 口縁部は内弯し、口縁端部を

外側に折り返す。口縁端部は内傾し、内側に面を持

つ。口径は小さくこぶりの羽釜で器壁は全体に厚い。
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青磁椀(177)底部片で底部見込みには印花文がみ

られる。

空風輪(176)砂岩製の空風輪である。これのみが

埋土の底から出土した。

D. S D38出土遺物(179-183)

鉢(179)体部は直線的に開き、口縁部は内側に折

れ、端部は丸くおさまる。全体に器壁は厚く、無釉

で黄赤褐色を呈する。常滑産の陶器である。

陶器皿(180)付け高台の丸皿である。付け高台は

断面三角形である。

天目茶椀(181)体部の形状は、下方はほぽ直線的

で、立ち上がりは強く、口唇部はほぼ直立し、端部

は若干外反する。高台周辺には錆釉が施される。

摺鉢(182)糸切り痕未調整の平底の播鉢で、体部

は直線的に開く。

青磁皿(183)龍泉窯系の青磁稜花皿である。薄い

青緑色の釉薬が施釉され、内面に草花文を有する。

E. S K21出土遺物(184-188)

不明土製品(184)名称・用途ともに不明な土製品

である。口径の広い高台部と皿部（あるいは鍔部と

呼ぶべきか）とそこから半球形に盛り上がる部分と

からなる。半球形の部分には更に上方に杯部のよう

なものが付いていたのか欠落した痕跡が残る。また、

この半球形の部分にば煤が付着している。敢えてい

うならば、古瀬戸の後W期にみられる仏銅具に似て

いる。

土師器鍋(185,..._,187) 小形のもの(185)、半球形

をした体部のもの(186)、偏平な形態が発達し、体

部の最大径が上方にきているもの(187)がある。

天目茶椀(188)体部はほぽ直線的に開き、口唇部

はほぽ直立し、端部はやや外反する。高台周辺は露

胎である。

F. S E13出土遺物(189)

陶器皿(189) 付け高台の丸皿である。体部下方

にやや丸みを持つ。付け高台は小さく、断面三角形

である。

G. SD 12出土遺物(190)

土師器鍋(190)小形のもので、口縁部の折り返し

も短く、直線的に開く。端部は丸くおさまる。

H. SK 4出土遺物(191・192)

土師器鍋(191) 口縁端部を外側に折り返すもので、
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外面にば煤が付着している。この口縁端部の形態は、

本遺跡でも SE28で出土している所謂「清郷型」の

端部形態と似ている。また、この時期の茶釜の口縁

端部にもみられる。

不明土製品(192)厚さ 1cm前後の板状の土製品で

あるが、用途は不明である。

I. SK 9出土遺物(193.....,197) 

土師器皿(193) 口縁部が内弯気味に立ち上がり、

端部は丸くおさまる。

土師器茶釜(194.....,196) (194・195)は蓋である。

いずれも平坦な体部から屈曲して開く口縁部を有す

るものである。 (195)のつまみは中央からずれ、平

なものでブリッジ状のつまみかもしれない。 (196)

は直口気味の口縁部の茶釜で、口縁端部は外側に折

る。

土師器羽釜(197) 口縁部は緩やかに内弯し、口縁

端部を外側に折り返す。

J. S019出土遺物(198)

青磁椀(198)龍泉窯系の青磁椀である。高台は断

面四角形で、釉色は黄色味の強いくすんだ緑色をし

ている。内面に草花文を有するがシャープさを欠い

ている。 13世紀代のものと思われ、溝の時期とは異

なり、混入品であろう。

K. 整地層出土の遺物(199・200)

青磁皿(199)龍泉窯系の青磁稜花皿である。薄い

青緑色の釉薬が施釉されている。

青磁椀(200)龍泉窯系の青磁椀である。高台は断

面四角形で、釉色は薄くて明るい緑色である。

L. 柱穴出土の遺物(201,....,204)

M2 区柱穴 4 から土師器皿•小椀、天目茶椀、播

鉢がまとまって出土している。

土師器皿(201) 口縁部が内弯気味に立ち上がり、

端部は丸くおさまる。

土師器小椀(202)径の大きいしっかりした高台の

付く小椀である。口縁部は丸みをもって立ち上がり

端部は丸くおさまる。

天目茶椀(203)体部の形状は下方はほぽ直線的に

開き、口唇部やや外傾気味で端部は外反し、内側に

面を持つ。

摺鉢(204)糸切り痕未調整の平底の播鉢で、体部

は直線的に開く。



V. 結

今回の調査は道路買収用地部分のみで東西16~32

m、南北64mであった。このような部分的な調査の

ため、検出した遺構・遺物は少なく、更に丘陵の東

西に広がる波瀬B遺跡全体の解明には至らなかった

が、その様相を断片的に明らかにしえた。以下、遺

構・遺物とに分けまとめとしたい。

1 . 遺構について

A. 方形周溝墓について

今回の調在では、弥生時代中期後葉の方形周溝墓

SXl・2・3を検出した。宮川流域におけるこの

時期の方形周溝墓の発掘調査例では、玉城町上の山

遺跡で検出の方形周溝墓SXl・4が知られている
⑳ 

のみで、新たな資料の追加となった。両遺跡は宮川

の支流外城田川を挟んで、直線距離で約1.7km離れ

ているにすぎない。これまで弥生時代後期の方形周
⑪ ⑫ 

溝墓は、玉城町月よべ遺跡・伊勢市野垣内遺跡・中
⑰ ⑭ 

楽山遺跡・大薮遺跡で検出されていたが、宮川流域

における方形周溝墓の墓制の導入は確実に中期後葉

まで遡ることが改めて実証されたと言えよう。

さて、この流域における方形周溝墓の墓制はどの

ような経路をたどって伝播したのであろうか。今の

ところ県下での確実な初見と考えられているのが、
⑮ 

一志町片野遺跡SXlOOと嬉野町下之庄東方遺跡 6
⑯ 

号墓で、中期前葉と考えられている。両者は共に雲

出川流域の遺跡で約 2.5kmの距離にある。また、下
翌｝

之庄東方遺跡の東方4kmの中之庄遺跡 SD9~11 も

中期前葉の方形周溝墓の可能性がある。中之庄遺跡

は県下最古の弥生遺跡であり、伊勢湾西岸地方にお

いては、この雲出川流域で畿内から伝播してきたと

思われる新しい土器様式、墓制が最初に出現してい

るのである。雲出川以南の方形周溝墓で、中期中葉

のものは片野遺跡SDl8、下之庄東方遺跡7・69・
⑱ ⑲ 

76・82・86号墓、多気町花の木遺跡のSX22、その

可能性のあるものは明和町金剛坂遺跡のSX31・32 
＠ 

(1971年調査）がある。中期後葉のものは、一志町
⑪ 

鳥居本遺跡の SX 1 (町調査）、 SX 1・2 (県調
⑫ 

査）、下之庄東方遺跡1・2・3・13・15・11(小
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語

野地区） ・21・33・38号墓、明和町寺垣内遺跡sx
⑬ 

15~17、金剛坂遺跡の S X36 (1971年調査）、そし

て、上の山遺跡SX1・4、波瀬B遺跡SX1・2・

3がある。また、中期としか分からないものに下之

庄東方遺跡4・5・14・ (高畑地区） ・16・26・34・

75号墓、斎宮跡SX24~27 (第72-l次）、 SXl
⑭ 

~3 (第72-2次）がある。後期になるとその数は

増大し、片野遺跡、下之庄東方遺跡、松阪市草山遺
⑬ ⑯ 

跡、斎宮跡（第39次調杏）、金剛坂遺跡 (1971・19
CD 

84年調紀、寺垣内遺跡、大薮遺跡、野垣内遺跡、

中楽山遺跡、月よべ遺跡で検出されている。このよ

うに、畿内から雲出川流域に伝播した新しい墓制が

南下するルート上に波瀬B遺跡、上の山遺跡が位置

付けられ、中期後葉あたりから、その数も増え、後

期になると増大すると言えよう。

次に方形周溝墓の形態・規模についてであるが、
⑱ 

形態分類は、石黒氏の分類をもとにすると、 SXl

は3隅ないしは 4隅のあく A3型かA4型であり、

規模は東西14.0m、南北12.5mと推定される。 SX

2・3は形態・規模ともにはっきりしないが、形態

はSX lとは異なり、 l隅ないしは 2隅のあく Al

型あるいはA2 型と思われ、一辺の規模は 9~llm

前後となろう。なお、 SXlの南で検出されている

SD 15・16・41からは弥生時代の遺物は検出されて

いないが、埋土が他の方形周溝墓と同じ暗褐色土で

あることから一辺6m前後と規模は小さいものの方

形周溝墓の可能性もあることを付け加えておきたい。

さて、これらと他の遺跡での検出例との比較であ

るが、先ず、形態がはっきりしている中期の方形周

溝墓は雲出川以南においては17例ある。このうちの

実に12例までがA4型である。異なるものは中期前

葉の片野遺跡SXlOO と中之庄遺跡の SD9~11が

A3型、中期中葉の金剛坂遺跡SX31がAl型、 S

X32がAO型、中期後葉の寺垣内遺跡SXl5がA2

b型である。ただし、 A4型12例の内、時期が特定

できるのは中期中葉のものが下之庄東方遺跡7号墓、

花の木遺跡SX22、中期後葉のものが鳥居本遺跡の

S X l (町調査）、 SX l (県調査）、下之庄東方



遺跡 1号墓の 5例で他7例は中期としか分からない

ものである。また、中期の方形周溝墓で形態が不明

なものは23例ある。このように数少ない資料をもと

に述べるならば、中期前葉から中葉にかけてのこの

地域の出現期の方形周溝墓は非A4型で、中期中葉

から後葉にかけてはA4型が主流となっていると言

え、中期中葉にひとつの画期があると言えよう。後

期になると更にもうひとつの画期があり、草山遺跡

や寺垣内遺跡にみられるように、一辺の中央付近が

あく B1型や l隅だけがあく Al型が主流となって

いる。このような状況から考えると波瀬B遺跡sx
l、上の山遺跡SX4はA4型である可能性が強い

と言えよう。

規模（以下の数字は、溝の外側の長さを一辺とし、

単位はmである。）については中期前葉の片野遺跡

S XlOOが7.8X6.3、中之庄遺跡の SD9-----llが11

X7.5、下之庄東方遺跡 6号墓が?X8.2とやや小

さく、中期中葉から後葉にかけては概ね10-----14m前

後の規模の方形である。波瀬B遺跡SX1・2・3

もこの範疇に含まれる。例外としては中期後葉の鳥

居本遺跡の SX 1 (町調査）が7.2X?、 S X 1 

（県調査）が6.9X5.0と小さく、中期中葉の下之庄

東方遺跡7号墓が17.0Xll.6と長方形の形態を示す

ものがある。後期になると 6-----8 m前後のものと10

-----14m前後のものと大きく 2つに分かれ、 6m以下

のものや、 14mを越えるものもみられるようにな

る。

これまで方形周溝墓を個体の形態の側面から述べ

てきたが、群としてはどうであろうか。波瀬B遺跡

SX1・2・3の場合は、各方形周溝の溝を重複さ

せることなく展開する連接式の群構成として捉えら

れる。このような周溝が切り合わずにまとまってお

り、周溝を含めた墓域の意識がある群構成をする例

としては斎宮跡があげられる。

今回の調査では同時期の集落は検出されていない。

それは、今回の調査地が墳墓の群集する墓域であっ

たためで、おそらく近辺に集落が存在するのであろ

う。

最後に、本稿においては雲出川流域からの新しい

墓制の南下ルートの中に波瀬B遺跡を位置付け、そ

の中での比較検討を行なってきたため、県内におい
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ても安濃川流域や鈴鹿川流域、あるいは伊賀地域と

いった地域については述べていない。むろん、この
⑬ ⑳ 

ような地域でも鈴鹿市の東庄内B遺跡や上箕田遺跡

において、中期前葉に位置付けられる方形周溝墓は

検出されており、それぞれの展開が考えられるので

ある。例えば、形態について東庄内B遺跡のSX 3 

39・346は中期前葉と考えられるものでA4型であ

り、 SX 349・353・360は中期中葉と考えられるも

ので非A4型である。また、亀山市地蔵僧遺跡sx
1~3 も中期中葉と考えられるもので非A4 型であ
⑪ 

る。このような状況は雲出川流域以南の地域とは逆

の在り方を示している。また、 A4型の成立は尾張
⑫ 

の朝日遺跡にその始源があり、方形周溝墓について

考える場合において広域的な捉えかたが必要である

ことは認識しており、それについては稿を改めるこ

ととしたい。また、供献遺物についても述べていな

いが、遺物の考察で述べることとしたい。

B. 掘立柱建物について

今回の調在では 9棟の掘立柱建物が検出された。

建物の時期はいずれも15世紀末から16世紀代と考え

られる。この内、 SB47・51は総柱建物であるが、

他の 7棟は3間X2間、 4間X2間といった規模の東

西棟の建物である。また、この 7棟の建物の内、 S

B42とSB50は棟方向が同じで西側妻柱列が揃って

いる。更に SB42はSB43・44と重複し、 SB50は

S B49と近接することからそれぞれ建て替えが行な

われているようであり、建物の規則的な配置が行な

われているとみてよかろう。また、建物の規模を一

尺=0.303rnで計算すると桁行は27尺とか29尺とか

いった切りの良い数字になるのに対して梁行は15.5

尺とかいった半端な数字になる特徴を示している。

この時期の建物としてはこういった総柱建物でない

建物は珍しく、類例は久居市戸木遺跡にみられる。

戸木遺跡では室町時代末期から江戸時代初頭の掘立

柱建物が49棟検出されており、その内約半数の建物

が総柱建物ではなく、東西棟あるいは南北棟の3間

X2間、 4間X2間といった規模の建物である。報告

書では、これらの建物は戸木遺跡の西約500mに位

置する戸木城を中心とする集落の一部と位置付けら
⑲ 

れている。波瀬B遺跡の場合はどうであろうか。溝、

土坑から出土する遺物には天目茶椀、灰釉平椀など



瀬戸・美濃窯の製品が多く、完形に近いものもみら

れるという特徴、また、建物の規則的な配置など波

瀬 B遺跡における 15~16世紀代の位置付けとして次

の資料が参考となる。

『採木文害（鏑矢伊勢方記）」中にある「山田三
⑭ 

方神役人等目安写」によると、田丸山の山上には住

宅が建ち、山の下には数十ヶ所の関所が設けられ、

参宮の人々に迷惑をかけているとあり、明応八年五

月の日付がある。明応八年は 1,499年にあたり、波

瀬B遺跡の遺構の時期と一致し、検出された遺構は

この文書の記事と何らかの関連を持つものと想定で

きよう。

2 . 遺物について

A. 弥生時代の遺物について

今回の調査では方形周溝墓を中心として中期後葉

の良好な資料が出土している。これらを周辺地域の

資料と比較検討してみたい。

壺Aaは県内に於ける類例は少なく、津市納所遺
⑯ ⑯ 

跡SB8、安濃町北端遺跡SBl、松阪市涌早崎遺
⑰ 

跡SK25にみられる。当遺跡SXl出土の (1) と

比較すると、納所遺跡出土のものは器高• 口径とも

に大差はないが胴部の張りがやや弱い。北端遺跡出

土のものは口径・器高ともおおぶりで、胴部の最大

径の位置に 2条の凹線文が施されるという違いが認

められる。また、涌早崎遺跡出土例は頸部に紐孔を

もたないが、体部外面の調整方法は上半が縦方向の

ヘラミガキ、下半を横方向のヘラミガキで調整して

おり、当遺跡例と同じである。県内においては類例

が少ないので県外の資料にあたってみると、近江地

域では近江N-2様式からみられる特徴的な壺とさ
⑱ 弱

れており、守山市服部遺跡に類例がみられる。摂津

地域では既に摂津N-1様式において川西市栄根遺
⑲ 

跡出土例がみられる。また、河内地域でも瓜生堂遺

跡に出土例がみられ、河内N-1様式の特徴的な土
⑬ 

器とされている。伊勢地域における壺Aaのみられ

る時期は摂津や河内より遅れるようで、近江地域と

同じかやや遅れる時期であろう。

壺Abには SX3出土の(10)があるがこれも県内

に於ける類例の少ないものである。一志町鳥居本遺

跡（県調査）の SK3出土遺物の中に口縁端部を上
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方に引き出す当遺跡出土のものと似た土器がある。

文様構成では、口唇部に波状文を施す点、体部には

横位の直線文と波状文を施し、口縁部内面に櫛によ

る列点文を施す点など共通の要素が多くみられる。

ただし、鳥居本遺跡例の方が全体におおぶりで頸部

も長いようである。更に付け加えるならば、県下に

おけるこの時期の広口壺は、納所遺跡SKl・ 津市
⑬ 

上村遺跡・鳥居本遺跡SK3・ 涌早崎遺跡SK24出

土例などにみられるように全体のプロポーション及

び文様構成は当遺跡出土例と似ているものの口縁端

部を上下に拡張するものが多くみられ、片野遺跡S

K82出土例のように口縁端部を下方に引き出すもの

もみられるようである。

壺BaにはSX2出土の(8)、SK41出土の(12・

13)、SK32出土の (15・16)がある。類例は多く

みられ、下之庄東方遺跡13号墓 ・38号墓、上村遺跡、
⑬ 

大鼻遺跡6号墓など中村川流域よりも以北の中勢・

北勢地域に分布の偏りがあり、南勢地域にはあまり

みられず、松阪市涌早崎遺跡SK24に出土例がある。

これらの出土例に共通する特徴は口縁部の立ち上が

りに 1~2 条の凹線文が施され、頸部以下を細かく

ハケメ調整し、体部下半にはヘラミガキを施すこと

である。これらの出土例と当遺跡出土例を比較する

と、 SK41出土の (12・13) はともに口径13.2cmで、

他の遺跡出土のものがlO~llcm内におさまるのに対

して大きく、頸部もまた太いという差がみられる。

また、体部下半の調整方法にも違いがみられ、ヘラ

ミガキではなく、ハケメ調整を行っている。ここで

問題になるのはこのような口径の差、調整方法の違

いが地域差なのか時間的な差なのかという点である。
⑭ 

この点については、中勢地域の亀井遺跡SKlや橋
⑯ 

垣内遺跡B地区SXl出土例などに口径が大きく、

頸部が太く、しかも体部下半の調整方法もヘラミガ

キではなくハケメ調整であるところまで共通する例

がみられることより地域差とは考えられないようで

ある。また、時間的な差については共伴遺物の乏し

い例が多く、共伴関係からは比較検討が難しい。た

だ、口縁部の形態を比較検討すると、頸部から口縁

部が立ち上がる変換点が角ばりシャープで、立ち上

がりも直立する下之庄東方遺跡13号墓や上村遺跡出

土のもの、変換点も丸く立ち上がりもやや内弯気味



でナイーブな下之庄東方遺跡38号墓や橋垣内遺跡B

地区SXl出土のものなどがある。恐らくはシャー

プなものからナイーブなものへとの流れが考えられ

ようが、断定はしがたい。口径が大きく、全体にハ

ケメ調整を行っているものは後者のナイーブなもの

が多いようであるが、下之庄東方遺跡38号墓例など

もあり、断定はできない。むしろ、このような口径

が大きく、全体にハケメ調整を行っているものは、

頸部に凸帯はないものの畿内で広くみられる畿内第
⑱ c 

W様式の壺形土器Gや県内では北勢地域の永井遺跡
⑱ 

や上野遺跡で出土例のある大型の受口太頸壺との関

連を考えたほうが良いのかも知れない。なお、口縁

部の立ち上がりに 1-2条の凹線文が施される受け

口状の細頸壺には、凹線文が施されていないものが、

下之庄東方遺跡 l号墓、鳥居本遺跡SX 1 (町調査）

出土例などにあり、凹線文導入以前のものと考えら

れる。特に下之庄東方遺跡 l号墓例などは下之庄東

方遺跡13号墓 ・38号墓例と比べ、凹線文が施されて

いないだけで、他の調整方法などは全く同じであ

る。

壺BbにはSXl出土の(2)、SX3出土の(9)、

S K41出土の(14)がある。類例は橋垣内遺跡A地区
⑱ 

旧河道4. 橋垣内遺跡B地区SXl、亀井遺跡SK

1、下之庄東方遺跡33号墓例などがある。このうち、

完形品で全体がわかるものは (9) と橋垣内遺跡A

地区旧河道4及び下之庄東方遺跡33号墓出土例であ

るが、いずれも頸部には簾状文を施し、体部上半に

は横位の直線文、そして最下段には 1条の波状文を

施すという共通の要素がみられる。

壺Cには SXl出土の(2)、包含層出土の(17)が

ある。非常に類例の少ない土器で、納所遺跡SDl2 

から台付無頸壺が出土しているが、体部はソロバン

玉状で、台部も高く外に開きふんばるもので台とい

うよりは脚と呼ぶべきものであり、随分と形状は異

なる。台付無頸壺の台の裾端部に凹線文を施すもの
⑳ 

は畿内地域に多くみられ、摂津では摂津N-II様、
⑪ ⑫ 

大和では大和W様式、河内では河内N-I様式、山
⑰ 

城では山城N-II様式からそれぞれみられる。また、

凹線文出現以降のこれらの台付無頸壺は唐古・鍵遺
⑰ 

跡出土例のように体部にも凹線文が活発に施文され

ているが、当遺跡例では12本をひとつの単位とする
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櫛描き簾状文・列点文• 波状文で加飾されるという

違いが認められる。

壺Eには包含層出土の(18)がある。所謂、畿内型

の把手付水差形土器である。従来、伊勢地域では鳥

居本遺跡（県調壺）の出土例のみであったが、今年

度調査された松阪市涌早崎遺跡でも出土しており、

伊勢地域での出土例は 3例となる。また、伊賀地域
⑰ ⑰ ⑰ 

では、名張市辻垣内遺跡、中戸遺跡、下川原遺跡で

出土例があり、伊賀地域を経由して波及してきた土

器である。なお、中村川流域の嬉野町午前坊遺跡で
⑱ 

は摂津型の水差形土器が出土している。

甕にはSXl出土の(6・7)があるが、いずれも風

化が激しく調整方法が分かりにくいが外面には縦方

向のハケメがみられる。また、口縁部は強く外折し

ており、端部がやや肥厚する。全体に器壁が非常に

薄いのも特徴的である。口縁端部には刻目もなく、

体部もハケメ調整のみで加飾性の乏しい点では南勢

地域の特徴を持つ甕である。

さて、方形周溝墓の墓制の伝播と出土遺物がどの

ように関わるかについてであるが、壺Baについて

みるならば、中期後葉にみられるこの土器は北勢地

域では永井遺跡SX74、大鼻遺跡6号墓、中勢地域

では橋垣内遺跡SX 1, 下之庄東方遺跡13・38号墓

と広範囲で共通の要素を持つといえよう。壺Bbに

ついては下之庄東方遺跡33号墓に類例がみられ、頸

部に簾状文、体部上半に横位の直線文を施し、その

最下段には波状文を施すという共通の要素がみられ

る。また、壺Cは非常に装飾性に富んだ土器である。

このような装飾性に富んだものは後期初頭に位置付

けられる月よべ遺跡SX3の大型細頸壺にもみられ、

この地域では後期まで引き継がれる特徴かも知れな

い。墓制の伝播と供献遺物との関係、あるいは共伴

遺物の比較検討など、まだまだ詳細な検討を要する

ことが多いがそれらについては今後の課題としたい。

以上の比較検討より、当遺跡で出土している遺物

は鳥居本遺跡SK3、亀井遺跡SKI・2、橋垣内

遺跡A地区旧河道4、橋垣内遺跡B地区SXlなど

と併行する時期と考えられる。また、各遺構間にお

いてもそう大きな時期差はないものと思われる。

B. 奈良時代の遺物について

今回の調査で出土している奈良時代の遺物は、い



ずれも奈良時代後期でも新しい (8世紀の末）のも

のである。 SK31とSK24にまとまった遺物がある。

いずれも磨滅が激しく、底部の調整方法は不明であ

るが、 SK31出土の土師器杯A (22) は、底部と口

縁部の境が明瞭でないのに対し、 SK24出土の土師

器杯Aのなかには (36)のように底部と口縁部の境

が明瞭となるものや、口縁部が直線的に開く (37)、

口縁部が外反し、端部のみ内弯する (33・34) など

新しい要素がみられ、 SK31出土遺物のほうが古い

ようである。これらの土器は肉眼でみる限りでは調

整• 色調・胎土が斎宮跡で出土するものと同じであ
⑫ 

り、斎宮の土師器編年ではSK1291の時期にあたる。

また、 SK24出土遺物は、斎宮跡第86次調査で長岡

京の頃の時期とされている SK 6030・6070出土遺物

の特徴と同じ平安時代的な新しい要素を持つもので

ぁえ。
c. 平安時代の遺物について
平安時代の遺物はSE28から良好な資料が出土し

ている。出土遺物は井戸枠掘形の遺物• 井戸枠内の

遺物•井戸枠検出前の遺物に分かれ、次の 3 時期に

区分される。

井戸枠掘形から出土する遺物は、灰釉陶器が東山

72号窯併行期のもので10世紀後半から11世紀初めの
⑬ 

時期と考えられる。また、この時期の土師器甕は、

体部の肩に張りがあり、調整方法も体部外面は縦方

向のハケメ調整を施し、内面にも横方向のハケメ調

整を施すものがみられる。

井戸枠内から出土する遺物は、灰釉陶器が百代寺

窯併行期のもので11世紀中頃から末の時期と考えら

れる。この時期の土師器小皿には、断面弓状で口縁

部が肥厚するAdが現れ、土師器甕も体部の張りが

なくなり、頸部からすんなりと丸く。また、内面に

横方向のハケメ調整を施すものはみられず、外面の

ハケメ調整を施さないものも現れる。

井戸枠検出前の遺物は、灰釉陶器が百代寺窯併行

期のもので11世紀中頃から末の時期と考えられる。

しかし、土師器小皿・椀は断面弓状で口縁部が肥厚

するAdが主となり、土師器甕もハケメ調整の見ら

れないものが一般的となり、井戸枠内出土遺物より

も新しいと考えられる。

これらの土師器は、奈良時代の土師器同様に斎宮
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跡で出土するものと同じであり、斎宮の土師器編年

では後I期と後11期にあたる。斎宮跡ではこの時期

には所謂ロクロ土師器が多数出土しているが、 SE

28出土遺物では、僅かに台付小皿が 1点出土してい

るのみであり、ロクロ土師器の分布には地域差がみ

られるようである。

D. 室町時代の遺物について

室町時代の遺物は15世紀代から16世紀代の土師器・

陶磁器が出土している。特にSD20からは藤澤氏の
⑫ 

古瀬戸後期様式編年の後W期（新）の時期 (15世紀

末）のまとまった遺物が出土している。この他SK

36と柱穴 (M2 -P 4)出土遺物も同時期である。

また、 16世紀に入るものでは、 SD38とSEl3から
⑬ 

は藤澤氏の大窯編年の11期、 SK21からはm期にあ

たる陶器が出土している。

3. まとめ

今回の調査は道路買収用地部分のみで限られた調

査ではあったが多くの成果が得られた。

まず、弥生時代中期後葉には確実に方形周溝墓の

墓制がこの地域に導入されていることを明らかにし

えた。また、遺物も畿内地域の影響を受けながらも

伊勢湾西岸地方の特色を強く示しているものが確認

された。また、奈良• 平安時代の遺構は少ないが、

遺物は、斎宮跡出土のものと同様の遺物が出土して

おり、 SE28から出土した一括資料は、斎宮跡でも

良好な資料の少ない10世紀末から11世紀末の時期の

もので貴重な資料といえよう。更に、室町時代以降

のものとしては、 SD20から出土した資料は溝出土

のものであるが、単一の時期のまとまった遺物で良

好な資料といえよう。
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桁行 梁行 柱間寸法 (m)

SB 規模 棟方向 時期 備考

(m) (m) 桁 行 梁 行

4 2 4 X 2 E32°S 8.78 4.69 2.27 +2.12+2.12+2.27 2.27+2.42 15c末~16c S B44より新

4 3 3X2 E23°S 5.46 3.64 1.82+ 1.82+ 1.82 1.82+ 1.82 /,, S B44より新

4 4 4X2 E32°S 8.18 4.69 1.97+ 1.97+ 1.97+2.27 2.42+2.27 ~ 

4 6 (3)X 1 E25゚ S -・ 3.48 ?+2.12+2.42 3.48 /,, 

4 7 (2)X 3 E27°S 5.46 ?+ 1.82 1.82+ 1.82+ 1.82 /,, 

4 8 (2)X 2 E27゚ S 3.79 ?+1.82 1.97 + 1.82 ，，， 

4 9 3 X 2 E30゚ S 6.06 4.09 2.12+ 1.97+ 1.97 2.12+1.97 /,, 

5 0 4 X 2 E32°S 7.58 4.39 1.82+2.12+ 1.82+ 1.82 2.42+ 1.97 /,, 

5 1 (3)X 3 E27゚ S 7.27 ?+ 1.97 + 1.82 2. 73+2.42+2.12 /,, 

SA 

4 5 2X- E32°S 3.94 1.97+ 1.97 ，，， 

第 1表掘立柱建物・塀規模一覧表
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出士位置 法 量 (cm) 残存度

No. 登録No. 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

遺構 口径 底径 器高 （％） 

1 13-1 弥生・壷Aa G3・SX1 8.8 4.6 16 0 外内：：上ナ鴇デ源釈ラミガキ、下判勧即”ミガキ 並の砂・l粒-2含mm大 良 淡黄灰色 100 

2 3-1 ，' ・壷Bb El•SXl 外内：：櫛ナ輝デき直線文簾状文 やや密・ク ~ にぶい橙色 30 

3 4-1 ，' ・壷C El•SXl 15 7 16 8 34.8 外内：：櫛ナ描デき簾状文・列点文・波状文
,, ~ にぶい黄橙 100 

色

4 13-2 ク ・壷D G4・SX1 4.6 外内：ナデ、残りが悪く不鮮明 粗・ク ~ 淡黄灰白色 頸部欠
・ナデ

5 2-1 ，，， ・蓋 E3・SX1 214 5.2 外内：：不ヘ明ラミガキ・ヨコナデ
粗.,, ，， 浅黄橙色 60 

6 1-1 ，，， ・甕A E3•SX1 19 0 外内縦．不方明向のハケメ残存不鮮明 粗・ク ,, にぶい黄橙 70 
色

7 2-2 ク ・甕B F3・SX1 17.3 外内：：縦不方明向のハケメ残存不鮮明
粗.,,, ,, 浅黄橙色 20 

8 17-1 ，' ・壷Ba E5•SX2 110 
外内：：不不明明

やや粗.~ ,, にぶい橙色 20 

， 11-3 ,, . 壷Bb H7•SX3 62 4.7 20 8 外内：：坪饂き麒文•籠文•獄文、下半ナデ ,, ,,. 橙色 90 
ナデ

10 12-1 ク ・壷Ab H7・SX3 10 0 外内：：饂ヘラき巖ケ双ズ·雌リ改・•ナ巖デ炊、fやラミガキ
,, ~ 

外内淡黄灰黄色色
90 

11 12-3 
，，， ・柱脚状台部の H7・SX3 98 外内：：ナデ・ヨコナデ 粗・', ，，， にぶい橙色 50 

ナデ

12 16-1 ,, . 壷Ba J4•SK41 13 2 外内：：縦不方明向のハケメ やや粗・ク ，，， 

外内褐にふ灰W醗色 30 黒班あり

13 18-1 ,, . 壷Ba J4・SK41 13.2 外内：縦縦方方向向のハケメ、横方向のハケメ
，，， ~ にぶい黄橙 30 

． のハケメ 色

14 17-2 ク ・壷Bb J4・SK41 8.2 外内：：櫛不描明き刺突文・簾状文 ~ 
,,. ,, 口縁部

のみ50

15 3-2 ク ・壷Ba J6•SK32 118 
外内・不不明明

粗・ク ，， 橙色 口縁部
のみ20

16 3-3 ク ・壷Ba J6・SK32 7.2 
外内・不不明明

,, ~ にぶい橙色 底部 (15) と同一個体
のみ60

17 10-4 ク ・壷C K6・包 14.4 外内：：ナデ、凹線文5条 やや密・，， ,, 浅黄橙色 脚部
ナデ のみ25

18 9-1 ク ・壷E K6・包 外内：：不明
，，， ~ 外色にぶい黄色橙 30 

ハケメ 内橙

19 104-2 呼 J6・包 現存で長さ3.7、幅1.55、厚さ075 (cm) 石質チャート

ナ フ形石器

20 104-1 呼 J7・ 包 現存で長さ3.4、幅1.25、厚さ08(cm) 石質チャート

ナ フ形石器

21 104-3 石器・石鏃 L6・SH34 現存で長さ1.4ふ幅1.45、厚さ02(cm) 石質サヌカイト

22 5-4 士師器・杯A J4・SK31 14 8 80 35 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ 密 良 橙色 25 
．ナデ、ロ ヨコナデ、暗文あり

23 5-2 ，' ・皿Aa J6・SK31 15 7 9.0 2.2 外内：：オサエ・縁ナ部デ、口縁部ヨコナデ ~ ~ ~ 30 
ナデ、ロ ヨコナデ

24 7-1 ,, . 皿Aa J6•SK31 18.2 13.6 2.0 外内：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ やや密 ~ ~ 15 
・ヨコナデ

25 5-3 ，，， ・皿Aa J6・SK31 17.0 110 2.2 外外ヨコナデ
，， ，，， ~ 20 

・ヨコナデ

26 7-3 ク ・皿Ab J6・SK31 18 0 12 0 2.8 外内：：オサエ・ナデ、ヨ口コ縁ナ部デヨコナデ 密 ，，， ~ 10 
ナデ、口縁部

27 7-2 ク ・皿Ab J6・SK31 21.0 14 2 35 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
,, ~ ，，， 15 

ナデ、ロ ョコナデ、暗文あり

28 8-1 ,, . 甕 J6・SK31 30.0 外内：：縦ナ方向のハケメ、ヨコナデ やや密 ~ ，，， 

口の縁み部20 
ハケメ

デ、ヨコナデ 4-5本/lcm

29 7-5 ク ・甕 J6・SK31 17.5 外内：横ヨコ向ナデ、体部不明 やや粗 ，， 
外内：：橙色 の口縁み2部5 

ハケメ
方 のハケメ、ヨコナデ にぶい褐色 5-6本/lcm

30 8-2 ク ・鍋 J6・SK31 40.2 外内：：縦方向ナのハ体ケ部メ不、ヨコナデ * ~ 浅黄橙色 口縁部 ハ4ケ本メ／ 
ヨコデ、 明 のみ10 1.2cm 

31 7-4 須恵器・杯蓋 J6・SK31 14.2 外内：：ロクロナデ、ロクロヘラケズリ 密 ~ 灰色 20 
ロクロナデ

32 15-2 ク ・高杯 H6・SK27 92 外内：：ロクロナデ
,, ~ 淡青白色 脚部のみ

ロクロナデ

33 6-4 土師器・杯A H6・SK24 11.0 70 2.3 外内：ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
,, ,!- 橙色 15 

．ナデ、ロ ヨコナデ

34 14-4 '， ・杯A H6・SK24 13.0 8.6 3.0 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
,,. ，， ~ 70 

：ナデ、n ョコナデ
35 6-3 ，' ・杯A H6・SK24 16.0 11.2 4.2 外内：：ナデ、口縁縁部部ヨコナデ やや密 ，，， ，，， 40 

ナデ、ロ ョコナデ

36 14-5 '， ・杯A H6・SK24 14.0 10.6 28 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ ~ ，， ，，， 20 
・ナデ、D ヨコナデ

37 14-3 ，，， ・杯A H6•SK24 13 6 8.4 3.1 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ ~ ，， 浅黄橙色 20 
．ナデ、ロ ヨコナデ

38 6-2 ，， ・杯A H6・SK24 12.0 68 33 外内：：ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
，，， .,. 橙 30 

ナデ、ロ ョコナデ

39 6-6 ク ・杯B H6・SK24 15.0 11.0 30 外内：：ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
q ，，， ，，， 30 

ナデ、ロ ョコナデ

40 6-5 ,, . 皿Aa H6・SK24 17.6 llO 27 外内：：ナデ、口縁縁部部ヨコナデ <- ，，， ,, 20 
ナデ、ロ ヨコナデ

41 6-1 ，， ・甕 H6・SK24 14.4 外内横：縦方方向向のハケメ、口縁縁部部ヨコナデ
，， ，， 浅黄橙 20 

ハ5ケ本メ／ 
のハケメ、ロ ヨコナデ 1cm 
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出土位置 法 量 (cm) 残存度

No. 登録No. 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

遺構 口径 底径 器高 （％） 

42 14-2 士師器・甕 H6・SK24 22.0 外内縦横方方向向のハケメ、口縁縁部部ヨコナデ 良 良 浅黄橙 20 
ハ6ケ本メ／ 

： のハケメ、ロ ヨコナデ 1cm 

43 15-3 土錘 H6・SK24 オサエ・ナデ ,, ，，， にぶい橙色 100 士師質、 4.96g

44 52-1 士師器・小皿Aa I7・SE28 96 1.8 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 砂普粒l-含3mm大の
，，， 浅黄橙色 100 

ナデ

45 54-2 ク ・小皿Ab 17•SE28 10 4 16 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 良 ,, 灰色 50 
・ナデ

46 53-4 ク ・小皿Ac 17・SE28 108 2.3 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ * 
,, 
* 100 

ナデ

47 53-3 ，， ・小皿Aa l7・SE28 10 8 26 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，' ,, にぶい黄橙色 80 
ナデ

48 52-3 ク ・小皿Ab I7・SE28 12.2 30 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 砂普粒1-含Zmm大の
，，， 灰黄褐色 100 

ナデ

49 53-2 ク ・皿Aa I7・SE28 13 4 3.0 外内：：オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ~ ~ 浅黄橙色 70 
ナデ

50 53-6 ，， ・皿Aa I7・SE28 12 8 28 外オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ~ ，， 灰白色 50 
内ナデ

51 53-5 ク ・皿Aa 17・SE28 13.4 3.2 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，， ，' 淡黄色 60 
・ナデ

52 53-7 ，，， ・皿Ab l7・SE28 13.6 36 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 良 ~ 浅黄橙色 50 
ナデ

53 52-5 ク ・椀Aa l7・SE28 15 6 47 外内：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 砂普粒1-含Zmm大の "' 灰白色 70 
．ナデ

54 53-1 ，，， ・台付椀Aa I7・SE28 14.4 6.6 5.0 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,(, ,(, 淡黄橙色 50 
ナデ

55 53-8 ク ・台付椀Aa I7・SE28 14 4 6.8 5.6 外内オサエ・・ナデ、口縁部ヨコナデ ~ ,, 淡黄色 60 
．ナデ

56 54-1 ,, . 台付椀Aa I7•SE28 14 4 72 5.8 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ 砂普粒2-含3mm大の ~ ~ 50 
ナデ

57 52-2 ,, . 小皿B 17・SE28 112 外内：：ロクロナデ
,, ~ 淡橙色 古一向部ム口欠

ロクロナデ

58 69-1 ク ・甕Aa I7・SE28 24.4 外：オサエ、ナデ、口縁部ヨコナデ 良 " 橙色 口縁部 清郷型甕
内板ナデ のみ50

59 63-1 ク ・甕Ab l7・SE28 15 2 18 8 外I勺：：上上半半横縦方方向向のハケメ、下ド半半横横方方向向IJ)へラケズリ
，，， ,, 浅黄橙色 80 ハケメ

のハケメ、 IJ)へラケズリ 4-5本/lcm

60 72-3 ~. 甕Ab l7・SE28 16 0 外内横縦方方向向のハケメ 普1mmの砂粒含 ，，， 

"' 40 ハケメ
のハケメ 8-9本/lcm

61 70-1 ，，， ・甕Ab 17・SE28 15.4 外縦方方向向のハケメ ~ ~ 淡黄色 口縁部 ハケメ
内横 のハケメ のみ15 7本/lcm

62 71-1 ，， ・甕Ab I7・SE28 24.0 外内：横縦方方向向のハケメ
ヶ ~ 淡黄橙色 口縁部 ハケメ

のハケメ のみ30 10本/lcm

63 70-2 '， ・甕Ab 17・SE28 15 0 外内：：縦方向のハケメ ，， ,, ，， n縁部
ハ5ケ本メ／ 

ナデ のみ50 1cm 

64 73-3 ，' ・甕Ab l7・SE28 15.0 外内縦方向のハケメ ,, ，， 灰白色 35 ハケメ
ナデ 11本/lcm

65 72-1 ，，， ・甕Ab 17・SE28 17,0 外内縦方向のハケメ ~ ,,. 浅黄橙色 25 ハケメ
・ナデ 6本/lcm

66 74-1 ク ・甕Ab I7•SE28 16 0 外内：：縦方向のハケメ•横方向のハケメ ,(, ,,. ~ 50 
ハ6ケ本メ／ 

ナデ 1cm 

67 73-2 ，， ・甕Ab 17・SE28 16 0 外内縦方向のハケメ ,, ~ ,, 35 
ハ3ケ本メ／ 

．ナデ 1cm 

68 69-2 ，，， ・甕Ab I7・SE28 25 0 外内縦方向のハケメ ,, ,!, にぶい橙色 n! 部 ハ5ケ本メ／ ・ナデ の 15 1cm 

69 52-4 黒色士器・椀 l7・SE28 10.4 6,0 4.0 外ナデ、ヨコナデ 良 ，' 褐灰色 90 黒色士器A類
内・粗いミガキ

70 54-3 ，，， ・椀 I7・SE28 14.4 7.6 5,3 外内ナデ、ヨコナデ -1- ,(, 

外内：褐黒灰褐色色
40 ,, 

粗いミガキ

71 52-6 ,,. ・椀 I7・SE28 15 0 78 64 外内：：ナミデガ、キ口不縁明部ヨコナデ
,,. ，， 黒褐色 90 ，， 

72 43-3 陶器・IIIl I7・SE28 8.0 外内ロクロナデ 砂普粒1~含4mm大の ,, 灰白色 底部 灰釉陶器
ロクロナデ のみ80

73 41-2 ,, . 椀 17・SE28 80 外内ロクロナデ 良 ，，， {, 40 ~ 

•ロクロナデ

74 41-1 ク ・椀 I7・SE28 76 外内：ロクロナデ
,, ，，， ~ 50 ，， 

ロクロナデ

75 41-3 ，， ・椀 17・SE28 15 0 82 75 外内ロクロナデ ~ ,, 灰褐色 70 ~ 

ロクロナデ

76 47-1 士師器・小皿Ad 17・SE28 10 4 22 外オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ 普細砂粒多く含 ,(, 灰白色 100 
内．ナデ

77 47-2 ク ・小皿Aa 17・SE28 10.8 23 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,(, ，' ,, 80 
•ナデ

78 47-3 ク ・小皿Aa 17・SE28 110 22 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，，， ，， ，， 100 
ナデ

79 47-4 " . 小皿Ab 17・SE28 114 23 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ，，， ,, 70 
．ナデ

80 47-6 ク ・皿Ac I7・SE28 13 4 32 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，，， ,, ，， 100 
ナデ

81 47-5 ク ・皿Aa 17・SE28 13 6 32 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ，，， ,, 70 
ナデ

82 47-7 ,;. • 台如c I7・SE28 14.0 70 54 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，， ,, ,,. 80 
ナデ
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出土位置 法 量 (cm) 残存度

No. 登録No. 器 種 調整技法の特徴 胎 士 焼成 色調 備 考

遺構 口径 底径 器高 （％） 

83 47-8 ,, . 台付椀Ab 17・SE28 15 0 66 55 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 普多細く砂含粒 良 灰白色 50 
ナデ

84 78-1 ク ・甕Ab l7・SE28 12 4 12.2 外内：．縦ナ方デ向のハケメ 良 ，， ，， 90 ハケメ
7-8本/lcm

85 77-2 '， ・甕Ab l7・SE28 16 0 外内オサエ・ナデ 砂普粒l-含3mm大の
，，， 淡黄色 口縁部

．ナデ のみ40

86 76-3 ，' ・甕Ab I7・SE28 16.0 外内•オサエ・ナデ ，，， ,, にぶい橙色 口縁部
ナデ のみ20

87 76-1 ,, . 甕Ab I7・SE28 16.8 外内：：縦方向のハケメ
,, ,,. 灰白色

のn縁み4部0 ハケメナデ 10本/lcm

88 78-2 ク ・甕Ab I7・SE28 16 0 外内：：縦方向のハケメ
,, ,,. 浅黄色 40 

ハ8ケ本メ／ 
ナデ 1cm 

89 75-2 ク ・甕Ab 17・SE28 26 4 外内：：縦方向のハケメ .. ，， 灰白色 口縁部 ハケメ
ナデ のみ100 8-9本/lcm

90 77-1 ク ・甕Ab l7•SE28 23.0 外内縦方向のハケメ ~ ，，， にぶい橙色 口縁部
ハ7ケ本メ／ 

．ナデ のみ20 1cm 

91 76-2 ，，， ・甕Ab l7・SE28 26 0 外内縦方向のハケメ ,, ,, にぶい橙色 口縁部 ハケメ
．ナデ のみ30 10本/lcm

92 55-1 黒色土器・椀 I7・SE28 88 外内・ナデ 良 ，，， 

外内黄黒灰褐褐色色
底部 黒色士器A類

ミガキ不鮮明 のみ100

93 55-2 ,, ・椀 17•SE28 11.0 4.8 47 
外内粗ナいデミガキ

~ ~ 
外内焦灰黄褐褐色色 30 

，， 

94 55-3 ,, ・椀 I7・SE28 13 0 49 72 外内：：ミガキ不、ナ明デ
,,. ，， ,,. 30 ,, 

ミガキ

95 43-5 陶器・椀 l7・SE28 66 外内ロクロナデ ~ ，，， 灰白色 底部 灰釉陶器
．ロクロナデ のみ50

96 44-3 ,, . 広n瓶 17・SE28 22 0 外内ロクロナデ ，， ,, ,,. n縁部 ，， 

•ロクロナデ のみ40

97 49-4 土師器・小皿Ad I7・SE28 10.0 18 外内•オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ，，， ,(, 70 
・ナデ

98 50-4 ，，， ・小皿Ad I7•SE28 10 4 2 1 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，，， {, ケ 50 
，ナデ

99 45-4 ク ・小皿Ad I7•SE28 10 0 2 1 外内：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,(, ,, ,, 80 
ナデ

100 49-3 ク ・小皿Ad 17•SE28 10.0 2 1 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，，， ,,. ，，， 75 
ナデ

101 48-2 ,, . 小皿Aa 17・SE28 10 2 1 8 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ,,. 淡黄色 95 
ナデ

102 48-4 ,, . 小皿Ae 17・SE28 10 9 23 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ，， 浅黄橙色 70 
・ナデ

103 46-4 ，，， ・小皿Ae l7・SE28 10 6 22 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，， ,, 灰白色 95 
ナデ

104 48-3 ク ・小皿Ae l7・SE28 10 0 25 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ,, 浅黄橙色 95 
ナデ

105 48-1 ク ・小皿Ae I7・SE28 10.4 25 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，' ，，， 灰白色 100 
ナデ

106 50-3 ク ・皿Ab 17・SE28 13.4 32 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ 砂普粒l-含3mmむ大の
,, 浅黄橙色 75 

・ナデ

107 50-2 ,, . 皿Aa l7・SE28 13.6 28 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ~ ，' ，， 95 
ナデ

108 49-2 ，' ・椀Aa l7・SE28 15 2 40 外内オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ,,. ,, 50 
・ナデ

109 45-3 '， ・椀Ab I7・SE28 13 8 3.9 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ,, ,,. 灰白色 40 
ナデ

110 49-1 ケ ・椀Ab I7・SE28 14 8 40 外内：オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，，， ,, ,,. 60 
：ナデ

111 46-3 ケ ・椀Ab 17・SE28 14.8 42 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ,, ,,. 浅黄橙色 95 
ナデ

112 51-1 ク ・台付椀Ac 17・SE28 13.8 外内：：ナデ、口縁部ヨコナデ
,, ~ 灰黄褐色 20 

ナデ

113 46-2 ~. 紐椀¥c l7・SE28 76 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，，， ，，， 浅黄橙色 底部
ナデ のみ100

114 45-2 ,, . 台付椀Aa I7・SE28 16.2 72 52 外内•オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，， ,, 褐灰色 50 
ナデ

115 50-1 ,, . 台付椀Ab I7・SE28 14 7 6.6 57 外内：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，， ，， 浅黄色 95 
ナデ

116 46-1 ク ・台付椀Ab I7・SE28 15.2 6.6 60 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ~ ,, ~ 50 
ナデ

117 67-1 ，，， ・甕Ab I7・SE28 15.0 17 0 外ヘラ•上ケ半ズオリサ内エ：上•半一t紺デ縦、方ト向・半の横ハ方ケ向メの、ヘ下半ラ横ケズ方向リの ，， ,, 灰白色 90 

118 62-1 ク ・甕Ab 17・SE28 15 0 19 2 外内•上上半半オ横サ方エ向、下の半ハ横方ケ向メの、ヘドラ半ケナズデリ
,, ~ ，，， 100 

119 68-1 ,, . 甕Ab l7・SE28 15 8 外内不明
，，， ,, ,, 60 

ナデ

120 65-2 ，' ・甕Ab I7・SE28 14.4 外内：：縦方向のハケメ
,, ，， 浅黄橙色 30 

ナデ

121 59-2 ク ・甕Ab I7•SE28 23 2 外内縦方向のハケメ ,, ,, にぶい黄褐色 n縁部
ハ6ケ本メ／ 

ナデ のみ30 1cm 

122 60-3 ，， ・甕Ab 17・SE28 27 2 外内縦方向のハケメ ，，， ,, 
外内：：灰浅褐黄橙色色

口縁部 ハケメ
・ナデ のみ30 s~g本/lcm

123 61-1 ，' ・甕Ac 17・SE28 23 2 外内：：ナデ
，， ,, 浅黄橙色 口縁部

ナデ のみ20
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出土位置 法 量 (cm) 残存度

No. 登録No 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

遺構 口径 底径 器高 （％） 

124 51-3 黒色士器・椀 l7・SE28 14 0 76 5.0 外内：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ 砂普粒1含-3mm大の 良 外内浅暗灰黄橙色
90 黒色士器A類

ミガキ

125 45-1 ,, ・椀 I7・SE28 15.0 8.0 6.8 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ~ ~ 
外内灰暗灰白色色

90 ,, 
ミガキ

126 51-2 ,, ・椀 I7・SE28 16.0 外内：：オサエ・ナデ、口縁部ヨコナデ ，， ，， 
外内青：浅黄黒橙色色 45 

,, 
ミガキ

127 43-1 陶器・椀 I7・SE28 80 外内ロクロナデ 1- ，' 灰黄色 50 灰釉陶器
：ロクロナデ

128 43-4 ク ・椀 I7・SE28 70 外内：ロクロナデ
,, ,, ,, 底部 ，， 

・ロクロナデ のみ100

129 42-2 '， ・椀 17・SE28 14.7 70 49 外内ロクロナデ
,,. ,, ,, 70 ~ 

・ロクロナデ

130 42-1 ，' ・椀 I7・SE28 15 2 68 58 外内ロクロナデ ~ ,, 灰白色 40 ~ 

ロクロナデ

131 44-2 '， ・椀 17・SE28 15 8 7.2 6.1 外内ロクロナデ ，' ,, 浅黄色 40 ，，， 

ロクロナデ

132 43-2 ，，•水注 17・SE28 78 外内ロクロナデ
,, ，， 灰白色 底部 ，，， 

．ロクロナデ のみ50

133 42-3 ク・広口瓶 l7・SE28 14 0 外内：：ロクロナデ
,, ~ 黄灰色 底部 ，， 

ロクロナデ のみ50

134 44-4 ク・広口瓶 l7・SE28 外内：：ロクロナデ
，， ，， 灰白色 口縁部 ,, 

ロクロナデ のみ30

135 99-3 土師器・皿 H5・SD20 7.2 20 外内オサエ・ナデ、口縁端部ヨコナデ ，，， ，，， 淡黄褐色 90 
-83 ，ナデ

136 99-5 ~. 皿 F5・SD20 70 1 5 外内：：オサエ・ナデ、n縁端部ヨコナデ ，，， ,, ,, 30 
ナデ

137 99-6 ク ・皿 H5•SD20 74 16 外内オサエ・ナデ、口縁端部ヨコナデ ,, ,, ,, 90 
ナデ

138 99-4 ,, • JIO. G5・SD20 70 1 5 外内オサエ・ナデ、口縁端部ヨコナデ ,, ，' ，' 20 
ナデ

139 99-2 ，，， ・皿 H5・SD20 63 08 外内オサエ・ナデ、n縁端部ヨコナデ ,, ,, ~ 60 
ナデ

140 99-1 ，，， ・皿 H5・SD20 70 1 0 外内オサエ・ナデ、口縁端部ヨコナデ ,, ,, ，，， 95 
-76 ナデ

141 97-1 ，' ・茶釜蓋 G5・SD20 12 4 1.9 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ 密、細砂^凸・雲母片 ~ ~ 95 
ナデ、ロ ヨコナデ

142 97-2 ,, . 茶釜 G5•SD20 9.4 外内縦方向のハ部ケヨメコ、口縁部ヨコナデ ~ ，，， 淡黄茶褐色 n縁
・ナデ、n縁 ナデ のみ20

143 100-1 '， ・鍋 F5・SD20 28.4 外内：：ハケメ、縁n縁部部ヨコナデ ，，， ，，， ，，， 口縁
ナデ、n ョコナデ のみ20

144 100-2 ,, . 鍋 H5・SD20 35 6 外内ハケメ、縁口縁部部ヨコナデ
,, ,, 乳黄色 20 

・ナデ、ロ ヨコナデ

145 101-1 ，' ・鍋 G5・SD20 32 6 外内：：ハケメのちオサエ、口縁部ヨコナデ
,, ,, ，， 90 

ナデ、口縁部ヨコナデ

146 97-4 ク ・羽釜 J5・SD20 23 2 外内横ナ方デ向、の口ち縁縦方部向ヨのコハケナメデ、日縁部ヨコナデ
，， ,, 1- 15 

147 102 ケ ・羽釜 l5・SD20 36,0 外内ハケメ、底部ヘラケズリ、日縁都ヨコナデ /,, ~ 淡黄茶褐色 20 
ナデ

148 96-2 ク ・羽釜 G5・SD20 39 4 外内：：概ナ櫛デ］の、ハ口ケ縁メの部ち縦ヨ描コ防ハナケデメ、団綿ヨコナデ
，， ~ ~ 20 

149 103 ~ . 羽釜 F5・SD20 29 8 外内：ハケメ、口縁部部ヨコナデ ~ ,, 淡黄褐色 50 
ナデ、口縁 ヨコナデ

150 92-1 陶器・1IIl H5・SD20 9.8 44 2 1 外内ロクロナデのち釉糸切りのち釉 密 ,, 白黄褐色 80 縁釉釉色小皿・
ロクロナデのち は淡緑色

151 92-3 ,,. ・JIil G5・SD20 10 0 40 20 外内ロクロナデのち釉糸切りのち釉 ,, ，， .,. 90 ,, 
．ロクロナデのち ，，， 

152 91-4 '， ・皿 I5・SD20 114 29 外内ロクロナデのち釉糸切りのち釉 ,, ~ ,, 60 ,, 
ロクロナデのち ,, 

153 91-2 ,, . 皿 H5・SD20 97 46 2 1 外内ロクロナデのちち釉糸切りのち釉 ,(, ，， ,, 40 ，，， 

：ロクロナデの ,, 

154 91-3 ,, ・lIIl H5•SD20 8.2 38 2,0 外内ロクロナデのち釉糸切りのち釉
,, ，，， ,, 口縁部

施釉釉色陶は器淡小茶Jill色・ 
ロクロナデのち 60 

155 91-5 ，' ・椀 G5・SD20 14 4 外内ロクロナデ ~ ,,. ,(, 口縁部
灰釉釉色平は椀淡緑・色

•ロクロナデ のみ40

156 91-7 '， ・椀 H5・SD20 42 外内：：ロクロナデのち釉ケズリのち釉
,, ,, ，， 底部 ，' 

ロクロナデのち のみ25 ,, 

157 91-6 ク ・椀 H5・SD20 49 外内：：ロクロナデのち釉ケズリのち釉
,, ，' ,, 80 ，，， 

ロクロナデのち ，，， 

158 91-1 ,, . 椀 H5・SD20 15 6 58 56 外内ロクロナデのち釉ケズリのち釉 ,, ，，， ~ 80 ，， 
：ロクロナデのち ，，， 

159 91-8 ,, . 茶椀 15・SD20 12 2 外内ロクロナデのちち釉釉 ~ ，，， 灰白色 口縁部
釉天色目茶は椀黒色・

ロクロナデの のみ40

160 92-2 '， ・茶椀 G5・SD20 12.2 4.4 6.3 外内ロクロナデのち釉ケズリのち釉 "' 
,, 黄白色 60 ,, 

：ロクロナデのち ,(, 

161 93-1 '， ・鉢 J5・SD20 12 0 外内ロクロナデのち釉糸切りのち釉 ~ ,, ,, 50 
釉捕鉢色は・暗茶褐色ロクロナデのち

162 94-1 ケ ・鉢 G5・SD20 10 2 外内ロクロナデのち釉釉 ~ ,,. 淡黄褐色 30 ク・
•ロクロナデのち 釉色は暗紫色

163 95-1 ク ・鉢 l5・SD20 11.0 外内：ロクロナデのち釉釉
,, ,,. ~ 10 ~. 

：ロクロナデのち 釉色は暗茶褐色

164 93-2 ，，， ・鉢 G5・SD20 28.4 外内ロクロナデのち釉釉 ,!, ~ ，，， 口縁部 ク・
．ロクロナデのち のみ15 釉色は茶褐色

第5表出土遺物観察表 (4)
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出土位骰 法 量 (cm) 残存度

No. 登録No. 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色調 備 考

遺構 口径 底径 器裔 （％） 

165 93-3 陶器・鉢 G5・SD20 34 0 外内ロクロナデのち釉釉 密 良 淡貨褐色 n縁部 揺色鉢・釉色は賠紫
ロクロナデのち のみ15

166 92-4 ク・深皿 G5・SD20 27 4 外内ロクロナデのちケズリのち釉 ケ ,(, 灰白色 □縁部 灰釉釉色折は縁淡緑深色皿・
ロクロナデのち釉 のみ15

167 81-6 土師器・皿 N5・SK36 70 l 0 外内オサエ ~ ~ 乳白色 50 
ナデ

168 81-7 ク ・皿 N5・SK36 70 14 外内オサエ、口縁部ヨコナデ ，， ，， 淡黄褐色 40 
ナデ

169 82-4 ，， ・鍋 06・SK36 28 0 外内ナデのちヘラケズリ、口縁部ヨコナデ 密細砂含 ,, ，， 30 
ナデ、n縁部ヨコナデ

170 90-1 ク ・羽釜 05・SK36 25 4 外内ナデのち横方向のハケメ、「l縁部ヨコナデ ~ ,, ，，， 20 
ナデ

171 81-2 陶器・皿 N6・SK36 10 0 2 1 外内：：ロクロナデのち釉釉 密 ヶ 黄褐色 20 縁釉釉色小皿・
ロクロナデのち は暗茶色

172 81-3 '， ・皿 N6・SK36 11 2 2.1 外内ロクロナデのち釉釉
,, ,, 淡黄褐色 20 ，， 

ロクロナデのち -1-

173 81-4 ,, . 皿 05・SK36 llO 2 1 外内ロクロナデのちケズリのち釉 ~ ケ 黄褐色 20 腰釉折色れ皿・
ロクロナデのち釉 は淡緑色

174 82-1 ,, . 皿 06・SK36 外内ロクロナデ
,, ,, 灰色 15 卸皿

ロクロナデ

175 80-1 '， ・甕 N5・SK36 27 0 外内ロクロナデ ，， ,, 灰茶色 30 暗赤褐色の釉
ロクロナデ

176 89-2 石•五輪塔 F6・SD23 
空石風質綸は砂岩

177 87-7 磁器・椀 G5・SD23 64 外内ロクロナデのちケズリのち釉 密 良 灰色 90 
青釉磁色椀は白・緑色ロクロナデのち釉

178 89-1 土師器•羽釜 G5・SD23 16 8 外内ナデ、口縁部ヨコナデ 砂密粒1-含Zmm大の
,, 黄褐色 口縁部

ナデ のみ20

179 88-2 陶器・鉢 08・SD38 17 0 外内ロクロナデ 密 ,, 黄橙褐色 口縁部
ロクロナデ のみ35

180 88-4 ,lo • 皿 P8・SD38 82 46 22 外内ロクロナデのち釉釉
，，， 

"' 淡黄色 50 
釉施釉色陶は淡器緑丸11Il色・ 

ロクロナデのち

181 87-3 ，， ・茶椀 N8・SD38 108 外内ロクロナデのちケズリのち釉 <- ,,. 淡白黄色 40 釉天色目茶は椀黒茶•色ロクロナデのち釉

182 88-1 ，， ・鉢 08・SD38 11 0 外内ロクロナデのち釉釉 -1- ，，， 淡黄褐色 10 釉播鉢色は•賠紫色ロクロナデのち

183 88-5 ~. 皿 P8・SD38 13 0 外内ロクロナデのち釉釉
,, ヶ 灰白色 10 

肖釉磁色稜は花淡緑Illl色・ ロクロナデのち

184 86-2 士師器・不明 F8・SK21 外内ハケメ、ちナケデズ 密細砂・雲母片含 ，，， 淡黄褐色 不明
・ナデの リ

185 83-4 '， ・鍋 F8・SK21 16 6 外内オサエ・ナデ、n縁部ヨコナデ ，，， ，， ,, n縁部
ナデ、n縁部ヨコナデ のみ20

186 84-3 ,, . 鍋 F8・SK21 34 8 外内ハケメ、縁n縁部部ヨコナデ ,, ,, 淡灰黄褐色 口縁部
•ナデ、ロ ヨコナデ のみ20

187 84-2 ，，， ・鍋 F8・SK21 38 0 外内：：ハケメ、口縁部ヨコナデ ，，， ヶ 淡黄褐色 n縁部
ナデ のみ35

188 85-1 陶器・茶椀 F7・SK21 12 8 外内ロクロナデのち釉ケズリのち釉 密 ，， 白黄色 30 釉天色目茶は椀黒茶•色ロクロナデのち

189 81-5 ~. 皿 K2・SE13 90 58 24 外内ロクロナデのち釉ケズリのち釉 ,lo ,lo 灰色 40 
釉施釉色陶は器淡緑丸皿色・ 

・ロクロナデのち

190 87-2 土師器・鍋 F4・SD12 17 0 外内オサエ、n縁部ヨコナデ 砂密1-Zmm大の ケ 淡黄褐色 口縁部
ナデ 粒含 のみ20

191 82-2 ク ・鍋 F4・SK4 28.0 外内：：ハケメ、口縁部部ヨコナデ
,, ，，， ，， r7縁部

ナデ、口縁 ヨコナデ のみ10

192 82-8 ，，， ・不明 G4・SK4 外内：：ナデ
,, ，， ,, 不明

ナデ

193 83-1 ク ・皿 H3・SK9 84 1 5 外内オサエ、口縁部ヨコナデ ，，， ,, ，， 口縁部
．ナデ のみ25

194 83-2 ク ・茶釜蓋 H3・SK9 118 1 6 外内オサエ、n縁部ヨコナデ ,,. ,, 淡橙褐色 □縁部
ナデ のみ10

195 2-3 ク ・茶釜蓋 H3・SK9 15 5 2,1 外内ナデ、口縁縁部部ヨコナデ
，，， ，， 淡黄灰褐色 20 

ナデ、n ョコナデ
196 83-3 ク ・茶釜 H3・SK9 10 0 外内：：ハケメ、縁n縁部部ヨコナデ ,, ，，， ，，， □縁部

ナデ、n ョコナデ のみ15

197 2-4 ，，， ・羽釜 H3・SK9 42 6 外内オサエのの部ちナデ、口縁部ヨコナデ ヶ ,, 黄褐色 口縁部
ナデ、n縁 ヨコナデ のみ20

198 87-1 磁器・椀 N2・SD19 56 外内ロクロナデのちケズリのち釉 密 ,., 灰白色 底部
釉肖磁色椀は淡・緑色．ロクロナデのち釉 のみ90

199 11-1 ,, ・1IIl H3・ 整地層 14 6 3 1 62 外内ロクロナデのちケズリのち釉 ,, ~ ,, 50 
釉肖磁色稜は花淡緑皿色・ロクロナデのち釉

200 10-3 ク ・椀 12・整地層 46 外内ロクロナデのちケズリのち釉 ,,. ,, 白灰色 底部
釉肖磁色椀は淡・緑色ロクロナデのち釉 のみ10

201 10-1 土師器・皿 M2・P4 76 1 6 外内オサエ、口縁部ヨコナデ 砂密l-2mm大の ，， 淡橙褐色 60 
ナデ 粒含

202 79-1 ，，， ・椀 M2・P4 75 50 36 外内：ナデ、「l縁縁部部ヨコナデ ~ ~ 淡黄褐色 60 小椀
ナデ、「l ヨコナデ

203 9-2 陶器・茶椀 M2・P4 12 6 外内：ロクロナデのち釉ケズリのち釉 密 ，，， 白黄色 r1縁部
釉天色目茶は椀黒茶・色ロクロナデのち のみ20

204 9-3 ク ・鉢 M2・P4 9.0 外内：：ロクロナデのち釉釉
，， ~ 淡黄褐色 10 

釉揺鉢色は・暗紫色ロクロナデのち

第 6表出土遺物観察表 (5)
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